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今
年
3
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の

Ｇギ

ョ

ー

ザ

Ｙ
Ｏ
Ｚ
Ａ　

Ｂバ

ー
Ａ
Ｒ　

Ｋ
カ

ツ

Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
さ
ん

は
ギ
ョ
ー
ザ
を
メ
イ
ン
に
い
ろ
い
ろ
な
料
理

を
楽
し
め
る
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ダ
イ
ニ
ン

グ
と
い
う
自
由
な
お
店
で
す
。店
内
は
、バ
ー

ス
タ
イ
ル
で
立
食
に
も
対
応
で
き
、
ま
た
全

面
禁
煙
と
な
っ
て
い
る
の
で
女
性
に
も
入
り

や
す
い
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

料
理
の
メ
イ
ン
と
な
る
ギ
ョ
ー
ザ
は
、
肥

満
予
防
健
康
管
理
士
の
資
格
を
持
つ
店
主
が
、

国
産
の
材
料
を
使
用
し
、
醤
油
麹
や
塩
麹
で

味
わ
い
に
変
化
を
つ
け
他
に
は
な
い
味
を
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の

自
動
包
み
機
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
均
一
な

仕
上
が
り
と
と
も
に
低
価
格
で
の
提
供
を
可

能
に
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ＧＹＯＺＡ  ＢＡＲ
ＫＡＴＳＵの

ギョーザ定食

　ランチで提供されるギョーザ定食
は、ごはん、味噌汁、サラダ付きで
650 円（税込）とお手頃。ギョーザは、
ニンニク味のほかにショウガ味の 2
種類から選べるので、午後に予定が
あっても安心して頂けます。

MAP

志
布
志
駅
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〒
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Ｐ Ｐ

220shop data

GYOZA BAR KATSU　
（ぎょーざ　ばー　かつ）

志布志町志布志 3-20-3　２F

Tel：070-1945-1165

open：11：30 ～ 14：00

open：18：00 ～ 2：00

定休日：水曜日

もくじ 　　　　　　　　　　　　　　　　　  contents

03　しぶしグルメん ’ ｓなび

　　「GYOZA  BAR  KATSU」  

04　特集

　　　伝統、文化を伝える

今月の表紙 ‐ cover photo

26　税の広場

　　「不動産公売会を実施します」ほか

10　まちの話題

　　「 マウンテンバイクや釣りを体験」ほか

15　国民文化祭が志布志市にやってくる

　　

16　市教育委員会の外部評価を公表します

　　

18　エコ通信

　　「循環型社会の形成に向けた取組を推進します！」

19　図書館へ行こう。

　　「今月の新刊」ほか

20　保健師・栄養士メモ

　　「10 月は健康強調月間です！」ほか

22　こころざしブランド通信

　　「創業支援相談等事業特別セミナーが開催されました」

23　田舎のたしなみ

　　「懐かしい風土の味 ～ やさしい甘さのふくれ菓子 ～」

27　シリーズ国保

　　「 目指せ！特定健診受診率 70％ 」ほか

28　もっと身近に！男女共同参画

　　知っ得 !? 年金インフォメーション

30　市民のひろば

　　「 あたや元気やっど ! 」ほか

33　市民のひろば

　　「うぶごえ・おくやみ 」

34　市役所からの大事なお知らせ

　　「旧 田 之 浦 中 学 校 及 び 旧 出 水 中 学 校 の 学 校 備 品 等 を 譲 渡 し ま す 」ほか

39　インフォメーション

　　「募集・お知らせ」

24　文芸『志』・季・折・々

　　「彼岸花」

42　市長コラム

　　

44　暮らしのカレンダー

９月 15 日（火）、志布志町Ｓ

Ｌ保存会の皆さんが、鉄道記

念公園に保存、展示されてい

るＳＬ C58112 号機の整備、清

掃を行いました。このＳＬは、

昭和 50 年の最終運行後 40 年

間、同会員の皆さんの手で整

備されてきました。この日も

整備後のＳＬは、ピカピカに

磨かれ、当時と変わらぬ雄姿

を見せてくれました。

今月の読者プレゼント

　今月の読者プレゼントは、3 ページでご紹介し

ていますＧＹＯＺＡ ＢＡＲ ＫＡＴＳＵさんから

「ギョーザ１皿無料チケット」をプレゼント！

　31 ページの「お便り」ハガキを使って、ご応

募ください。お待ちしています！
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発行元：志布志市

編集：総務課 秘書広報係

〒 899-7492
志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡：099-474-1111
FAX：099-474-2281
URL：http://www.city.shibushi.lg.jp/
E-mail：hisyokouhou@city.shibushi.lg.jp

◆困ったときの連絡先

●日・祝日当番医 … 21 ページ

●水道修繕当番店 … 42 ページ

「ＳＬ保存活動40周年
　　　　　　～鉄道記念公園～」

志
布
志
の
『
ウ
マ
イ
！
』
を

お
届
け
し
ま
す
。

しぶし グルメん ’s なび

Do you want to eat?

『�

せ
っ
か
く
志
布
志
に
住
ん
で
い
る
ん
だ
し
、

志
布
志
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
。』

『�

志
布
志
を
訪
れ
て
く
れ
た
友
人
に
、
美
味

し
い
も
の
を
食
べ
て
ほ
し
い
。』

志
布
志
市
観
光
特
産
品
協
会
が
、
そ
ん
な
あ

な
た
に
オ
ス
ス
メ
す
る
一
品
で
す
。

29　知ってる？ 消費生活相談

　　皆でつくろう「共生・協働・自立」のまち
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豊
留
の
棒
踊
り
・
奴
踊
り
は
、
江
戸
時

代
後
期
に
薩
摩
地
方
か
ら
伝
わ
り
、
自
治

会
の
花
見
で
踊
ら
れ
る
な
ど
、
娯
楽
の
1

つ
と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

一
時
し
ば
ら
く
踊
ら
れ
な
く
な
っ
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
元
の
有
志
が
平

成
元
年
に
保
存
会
を
結
成
し
、
今
日
ま
で

保
存
・
伝
承
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

会
員
は
年
々
高
齢
化
し
て
い
ま
す
が
、

地
域
の
若
者
へ
積
極
的
に
声
を
か
け
る
な

ど
、
会
員
数
も
維
持
で
き
て
い
ま
す
。

　

ほ
ぼ
5
年
お
き
に
出
演
し
て
い
る
や
っ

ち
く
秋
の
陣
祭
り
に
、
今
年
も
会
員
一
致

団
結
し
て
挑
み
ま
す
。

豊留奴踊り保存会
代表者名：狩川 誠　　会 員 数：40 名

　

松
山
神
社
の
神
舞
は
、
安
楽
山
宮
神
社

の
神
舞
と
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、
出
雲

流
神
楽
の
岩
戸
系
神
楽
の
一
つ
で
す
。

　

天
明
６
年
（
１
７
８
６
年
）
に
藩
主
の

厄
払
い
の
た
め
蓮
花
院
で
舞
わ
れ
た
と
い

う
古
い
記
録
が
あ
り
、
国
を
挙
げ
て
行
う

行
事
の
時
な
ど
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
62
年
に
、
旧
松
山
町
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
を
契
機
に
保
存

会
が
発
足
し
、
現
在
は
地
元
の
六
月
灯
な

ど
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
伝
承
が
難
し
い
で
す

が
、
練
習
を
重
ね
、
普
及
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

松山神舞保存会
代表者名：佐々木 剛　　会 員 数：7 名

中
村
の
手
拍
子
は
、
武
運
長
久
を
祈
っ
て

舞
わ
れ
る
踊
り
で
、
詳
細
は
不
明
で
す
が
、

明
治
時
代
に
宮
崎
県
串
間
市
よ
り
伝
え
ら

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
時
中
、
途
絶
え
ま
し
た
が
、
昭
和
50

年
代
に
復
活
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

上
に
黒
い
法
被
、
黒
足
袋
や
わ
ら
草
履

を
履
き
、
顔
を
黒
い
頭
巾
で
覆
い
、
手
甲

を
つ
け
、
た
す
き
を
か
け
て
踊
り
ま
す
。

　

保
存
会
で
は
、
市
の
芸
術
祭
や
や
っ
ち

く
松
山
藩
秋
の
陣
ま
つ
り
な
ど
、
市
内
イ

ベ
ン
ト
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
加
入
を
は
か
り
、
後
世
へ

の
継
承
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

中村芸能保存会
代表者名：新村 政志　　会 員 数：22 名

　

安
楽
の
正
月
踊
り
は
、
安
楽
山
宮
神
社

の
春
祭
り
で
奉
納
さ
れ
て
い
る
踊
り
で
、

県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
々
の
暮
ら
し
と
稲
作
の
豊
穣
を
見
守

り
、
水
神
様
を
勧
請
し
称
え
た
も
の
で
、

九
つ
の
踊
り
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

踊
り
の
服
装
は
、
下
に
モ
モ
ヒ
キ
、
上

は
黒
の
紋
付
、
右
腰
に
サ
ル
ノ
コ
人
形
を

さ
げ
る
な
ど
珍
し
い
服
装
を
し
て
い
ま
す
。

　

伝
統
芸
能
の
継
続
保
存
が
非
常
に
厳
し

い
時
代
で
す
が
、
今
年
も
５
名
の
安
楽
小

の
児
童
が
加
わ
り
、
着
実
に
後
継
者
が

育
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
会
員
一
同
、

郷
土
の
伝
統
芸
能
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

安楽正月踊り保存会
代表者名：高瀬 一雄　　会 員 数：70 名

　

内
之
野
の
奴
踊
り
は
、
明
治
時
代
か
ら
毎

年
花
見
の
時
に
踊
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
奴
踊
り
は
、
ハ
チ
マ
キ
、
足
袋
、

草
履
を
つ
け
て
踊
る
男
踊
り
で
す
。

　

戦
時
中
一
時
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
泰
野
小
学
校
１
０
０
周
年
を
き
っ
か

け
に
復
活
し
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

保
存
会
で
は
、
旧
松
山
町
の
産
業
祭
や
、

や
っ
ち
く
松
山
藩
秋
の
陣
祭
り
な
ど
で
の
イ

ベ
ン
ト
で
も
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
に
よ
り
会
員
数
は
減
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
全
員
一
致
団
結
し
て
郷
土
芸

能
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

内之野郷土芸能保存会
代表者名：豊留 正広　　会 員 数：38 名

　平成 28 年１月 24 日（日）に
志布志市文化会館で、民俗芸能大
会を開催します。各保存会の方々
の努力により伝承されてきた、伝
統芸能を見ていただく絶好の機会
ですので、ぜひご覧ください。
　これからも伝統芸能を守って
いくため、市民の皆様の応援を
お願いいたします。

※井久保さんは昭和 60 年から
田之浦山宮神社神楽保存会で保
存活動に取り組まれています。

特
集

　

伝
統
・
文
化
を
伝
え
る

　
　

～
民
俗
芸
能
保
存
団
体
の
取
組
～　

志
布
志
市
内
に
は
古
く
か
ら
伝
承

さ
れ
て
き
た
多
く
の
伝
統
芸
能
が
あ

り
、
校
区
公
民
館
や
各
自
治
会
な
ど

を
中
心
に
保
存
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
市
内
で
保
存
活
動
を

行
っ
て
い
る
21
団
体
で
「
志
布
志
市

民
俗
芸
能
等
保
存
会
連
絡
協
議
会
」

を
組
織
し
、
保
存
団
体
相
互
の
連
携

を
図
っ
て
い
ま
す
。
同
協
議
会
で
は
、

継
承
活
動
の
広
報
・
民
俗
芸
能
大
会

の
開
催
・
継
承
活
動
へ
の
援
助
な
ど

の
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
保
存
団
体
で
は
、
神
舞
、
棒
踊

り
、
奴
踊
り
、
手
拍
子
な
ど
、
特
色

の
あ
る
民
俗
芸
能
を
継
承
す
る
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
活
動
を
と
お
し
て

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
特
集
で
は
、
全
21
団
体
の

継
承
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

志布志市民俗芸能等保存会連
絡協議会 会長 井久保 修二さん
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安
楽
山
宮
神
社
の
神
舞
は
、
神
社
創
建

当
時
か
ら
、
神
社
の
神
事
と
し
て
行
わ
れ

て
き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら

安
楽
の
宮
内
地
区
と
神
社
関
係
者
だ
け
で

引
き
継
い
で
い
ま
し
た
。
一
時
、
後
継
者

が
少
な
く
な
り
途
絶
え
ま
し
た
が
、
９
年

前
に
安
楽
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
の
協
力

の
も
と
、
神
舞
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　

現
在
は
「
刀
舞
（
露
払
い
の
舞
、
十
二

人
剣
、
八
人
剣
）」
を
元
旦
祭
で
奉
納
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、勧
誘
活
動
を
行
い
、も
っ

と
多
く
の
神
舞
を
復
活
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

安楽山宮神社神舞保存会
代表者名：川野 賢二　　会 員 数：18 名

志布志俵踊り保存会
代表者名：岩本 タエ　　会 員 数：16 名

志布志駅通り銭太鼓保存会
代表者名：川崎 幸夫　　会 員 数：14 名

田之浦山宮神社神楽保存会
代表者名：井久保 修二　　会 員 数：35 名

　

は
な
れ
べ
ぶ
は
、
関
ヶ
原
以
後
、
農
民

の
士
気
を
高
め
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
も

の
が
、
薩
摩
半
島
か
ら
の
移
住
者
に
よ
り

伝
え
ら
れ
、
明
治
以
前
よ
り
、
五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
「
御
酒
献
」
の
余
興
と
し
て

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
戦
時
中
に
人
員
不

足
に
よ
り
姿
を
消
し
ま
し
た
が
、
昭
和
50

年
に
復
活
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
牛
を
使
っ
た
農
作
業
風
景
は
見

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
素
朴

な
農
民
の
姿
を
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
格
好
で

現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
披
露
し
て
い
ま

す
。
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
引

き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

森山はなれべぶ保存会
代表者名：坪田 則義　　会 員 数：15 名

　

蓬
原
中
野
の
八
月
踊
り
は
、
起
源
は

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
伝
承
に
よ
る
と

慶
応
元
年
頃
（
１
８
６
５
年
頃
）
に
発
す

る
と
い
わ
れ
、
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
等

を
祈
願
し
て
水
神
様
に
奉
納
す
る
も
の
で
す
。

　

明
治
中
頃
ま
で
、
蓬
原
校
区
の
多
く
の

自
治
会
で
中
秋
の
夜
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
明
治
24
年
に
自
治
会
が
分
裂
す
る

な
ど
し
て
全
て
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

明
治
35
年
に
赤
痢
が
流
行
し
、
そ
の
翌

年
、
病
気
全
快
の
祝
意
を
兼
ね
て
中
野
自

治
会
で
復
活
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

年
々
自
治
会
の
過
疎
化
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
今
後
も
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

蓬原中野八月踊り保存会
代表者名：宮脇 和憲　　会 員 数：55 名

有明小棒踊り保存会
代表者名：森重 晃一　　会 員 数：34 名

　

伊
﨑
田
地
区
で
は
、
地
域
の
伝
統
工
芸

と
し
て
手
漉
和
紙
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
初
期
に
消
滅
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
昭
和
60
年
に
結
成
さ
れ
た
西

山
之
口
文
化
財
少
年
団
が
、
蒲
生
町
の
野

村
正
二
紙
漉
場
を
参
考
に
し
て
、
伊
﨑
田

和
紙
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　

昭
和
62
年
に
伊
﨑
田
小
学
校
の
旧
給
食

室
を
改
造
し
て
紙
漉
場
を
設
置
し
、
伊
﨑

田
小
・
中
学
校
で
は
、
体
験
学
習
と
し
て

原
料
の
カ
ジ
切
・
皮
剥
・
紙
漉
を
行
い
、

卒
業
証
書
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
数
は
３
名
で
す
が
、
今
後
も
郷
土

の
伝
統
工
芸
と
し
て
守
っ
て
い
き
ま
す
。

伊﨑田和紙保存会
代表者名：田中 昭臣　　会 員 数：3 名

　

志
布
志
駅
通
り
銭
太
鼓
は
、
出
雲
地
方

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
俗
芸
能
が
人
づ
て

に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
い
つ
頃
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
尺
ほ
ど
の
竹
の
両
端
内
部
に
穴
の
開

い
た
銭
（
５
円
玉
）
を
取
り
付
け
た
道
具

を
使
い
、
銭
の
鳴
る
音
を
踊
り
の
伴
奏
に

利
用
し
て
演
じ
ま
す
。

　

志
布
志
駅
通
り
銭
太
鼓
保
存
会
で
は
、

昔
録
画
し
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
手
本
に
毎
月
練
習

を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
若
い
方
々
に
も
保
存
会
へ
加

入
し
て
も
ら
い
、
先
人
た
ち
が
残
し
た
民

俗
芸
能
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

志
布
志
の
俵
踊
り
は
、
志
布
志
が
千
軒

町
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
頃
、
米
や
油
な

ど
を
船
で
搬
出
す
る
際
の
「
豊
年
踊
り
」

と
し
て
踊
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
、

慶
事
に
は
欠
か
せ
な
い
、め
で
た
い
踊
り
で
す
。

　

戦
時
中
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

昭
和
34
年
頃
、
現
在
の
中
大
黒
自
治
会
婦

人
部
の
尽
力
に
よ
り
復
活
し
ま
し
た
。

　

踊
り
は
、
4
部
で
構
成
さ
れ
、
三
味
線
・

太
鼓
の
生
演
奏
も
魅
力
で
す
。

　

総
合
芸
術
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極

的
に
参
加
し
、
披
露
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
保
存
会
会
員
一
同
、
和
と
楽
で
昔
か

ら
の
伝
統
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

田
之
浦
山
宮
神
社
の
神
楽
は
、
起
源
は

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
ダ
ゴ
祭
り
の
時

に
奉
納
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
世
襲
に
よ
り

受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
17
年

に
舞
わ
れ
て
以
来
、
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

昭
和
58
年
に
有
志
に
よ
り
復
活
し
、
保
存

会
を
設
立
、
現
在
ま
で
継
承
し
て
い
ま
す
。

　

お
面
を
使
う
鬼
神
舞
や
刃
を
使
う
剣
舞

な
ど
、
全
部
で
25
段
の
神
楽
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
ダ
ゴ
祭
り
以
外
に
も
、
夏
祭

り
や
夜
神
楽
で
も
奉
納
し
、
公
演
依
頼
が

あ
れ
ば
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

衣
装
や
面
の
補
修
、
舞
の
映
像
保
存
な

ど
、後
継
者
へ
つ
な
ぐ
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

有
明
小
の
棒
踊
り
は
、
元
々
、
仮
屋
自

治
会
で
行
わ
れ
て
い
た
棒
踊
り
で
、
日
露

戦
争
か
ら
帰
還
し
た
兵
隊
が
自
治
会
に
伝

え
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
人
と
共
に
苦
労

し
て
き
た
牛
へ
奉
納
す
る
踊
り
が
起
源
で

あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
61
年

に
有
明
小
学
校
が
郷
土
教
育
指
定
校
に
な

り
、
郷
土
教
育
の
取
組
と
し
て
、
仮
屋
自

治
会
の
棒
踊
り
を
復
活
さ
せ
、奉
納
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
有
明
小
学
校
の
卒
業
生
や
保

護
者
に
指
導
を
し
て
も
ら
い
、「
祝
敬
老

ふ
れ
あ
い
元
気
ま
つ
り
」で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
郷
土
芸
能
の
伝
承
を
と
お
し
、

よ
り
よ
い
郷
土
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
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上
床
早
馬
棒
踊
り
は
、
農
耕
な
ど
に
使
っ

て
い
た
牛
馬
を
祀
る
た
め
、
旧
暦
の
３
月

16
日
に
近
い
日
曜
日
に
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

上
は
白
地
の
浴
衣
、
下
は
ス
テ
テ
コ
姿
、

三
尺
棒
３
名
と
六
尺
棒
３
名
の
６
名
１
組

で
構
成
し
、
２
組
12
名
で
踊
り
ま
す
。

　

藩
政
時
代
か
ら
踊
ら
れ
、
戦
時
中
一
時

中
断
し
ま
し
た
が
、
昭
和
23
年
頃
、
当
時

の
青
年
団
が
復
活
さ
せ
、
そ
れ
以
降
途
絶

え
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
小
、
中
学
生
に
踊
り
を
指
導
し
、

運
動
会
や
文
化
祭
で
地
域
の
伝
統
行
事
と

し
て
踊
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

普
及
に
努
め
、伝
統
芸
能
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

上床早馬棒踊り保存会
代表者名：井戸 康裕　　会 員 数：20 名

頭方限棒踊り保存会
代表者名：樽水 浩　　会 員 数：18 名

白鳥神社神舞保存会
代表者名：松木 健二　　会 員 数：26 名

通山ちろい倒し保存会
代表者名：野口 嵐　　会 員 数：14 名

西山之口福神舞保存会
代表者名：国重 良男　　会 員 数：9 名

蓬原熊野神社神舞保存会
代表者名：福園 正一　　会 員 数：20 名

山重校区棒踊り保存会
代表者名：菅野 勉　　会 員 数：29 名

蓬原中野棒踊り保存会
代表者名：上野 紀男　　会 員 数：37 名

　

白
鳥
神
社
の
神
舞
は
、
文
久
２
年

（
１
８
６
２
年
）
に
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し

た
た
め
、
殿
様
の
武
運
長
久
と
伊
﨑
田
村

民
、
牛
馬
に
い
た
る
ま
で
の
病
根
退
治
を

祈
願
し
、
舞
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

戦
時
中
一
時
中
断
し
ま
し
た
が
、
戦
後

宮
塩
自
治
会
の
関
係
者
が
復
活
さ
せ
、
昭

和
54
年
に
白
鳥
神
社
神
舞
保
存
会
を
結
成

し
、
保
存
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
舞
は

28
段
あ
り
、
秋
の
例
祭
と
元
旦
祭
で
奉
納

し
、
ま
た
、
伊
﨑
田
中
女
子
生
徒
が
奉
納

す
る
「
浦
安
の
舞
」
は
イ
ベ
ン
ト
で
披
露

し
て
い
ま
す
。
会
員
を
確
保
し
、
郷
土
の

伝
統
芸
能
を
後
世
に
伝
承
し
て
い
き
ま
す
。

　

頭
方
限
の
棒
踊
り
は
、
明
治
の
中
頃
よ

り
行
わ
れ
て
お
り
、
古
く
は
旧
暦
の
３
月

15
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

牛
馬
が
栄
え
る
よ
う
舞
わ
れ
る
も
の
で
、

岩
屋
神
社
で
の
早
馬
祭
り
で
奉
納
し
ま
す
。

　

道
具
は
六
尺
棒
・
三
尺
棒
を
使
い
、
白

が
す
り
の
浴
衣
の
衣
装
で
、
白
ハ
チ
マ
キ
、

脚
絆
を
ま
と
い
ま
す
。
激
し
く
棒
と
棒
と

を
打
ち
合
う
、
勇
壮
な
踊
り
で
す
。

　

保
存
会
で
は
、
４
月
の
早
馬
祭
と
10
月

の
水
神
祭
で
踊
り
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
郷
土
の
伝

統
芸
能
で
す
の
で
、
保
存
会
員
全
員
で
、

こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

通
山
ち
ろ
い
倒
し
は
、
戦
国
時
代
に
志

布
志
城
へ
串
間
方
面
か
ら
敵
方
が
攻
め
て

き
た
の
を
、
男
児
に
急
ご
し
ら
え
の
ノ
ボ

リ
（
チ
ロ
イ
）
を
持
た
せ
て
守
り
抜
い
た

こ
と
が
起
源
に
な
っ
て
い
る
民
俗
芸
能
で
す
。

　

こ
の
戦
が
３
月
３
日
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

旧
暦
の
３
月
３
日
に
武
者
絵
を
描
い
た
紙

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
チ
ロ
イ
を
立
て
て

祝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
５
月
５

日
の
端
午
の
節
句
に
通
山
集
落
で
生
ま
れ

た
男
の
子
の
健
全
な
成
長
を
願
っ
て
、
子

ど
も
の
親
と
面
白
お
か
し
く
寸
劇
を
し
ま
す
。

　

ち
ろ
い
倒
し
を
後
世
に
残
す
た
め
、
発

表
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

福
神
舞
は
、
伊
﨑
田
山
之
口
地
区
で
戦

前
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
時
途

絶
え
、
昭
和
60
年
初
め
に
復
活
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
西
山
之
口
集
落
の
伝
統
行
事

と
し
て
、
正
月
14
日
の
夜
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
他
に
例
を
見
な
い
子
ど
も
主

体
の
行
事
で
、
田
ノ
神
二
人
が
付
く
の
が
特

徴
で
す
。
神
の
使
い
で
あ
る
子
ど
も
達
は
手

漉
き
和
紙
の
烏
帽
子
を
被
り
、
自
治
会
各
戸

を
訪
問
し
、
福
神
舞
の
数
え
歌
を
唱
え
る
間
、

田
ノ
神
が
家
の
中
の
悪
を
祓
い
ま
す
。

　

福
神
舞
を
と
お
し
て
郷
土
へ
の
愛
着
心
と

協
調
性
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

行
事
が
消
滅
し
な
い
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

山
重
校
区
棒
踊
り
は
、
下
平
野
自
治
会

で
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
、
毎
年
８
月
に
照

日
神
社
の
境
内
で
奉
納
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

棒
踊
り
は
、
親
か
ら
習
い
、
次
世
代
へ

伝
授
し
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
30
年
代
に

青
年
団
が
主
体
と
な
り
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

踊
り
は
戦
い
の
様
子
を
表
し
て
い
る
と

伝
え
ら
れ
、
浴
衣
・
タ
ス
キ
・
蝶
結
び
の

鉢
巻
き
姿
で
、
お
し
ろ
い
で
化
粧
し
、
三

尺
棒
３
人
・
六
尺
棒
３
人
の
２
組
12
名
で

行
い
ま
す
。
現
在
は
、
山
重
小
の
上
級
生

が
、
校
区
の
夏
祭
り
や
運
動
会
で
披
露
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
ビ
デ
オ
な
ど
活
用
し
、

伝
統
芸
能
を
守
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

蓬
原
熊
野
神
社
の
神
舞
は
、
県
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
延
宝
７

年
（
１
６
７
９
年
）
蟻ぎ

け
つ穴

和
尚
に
よ
り
舞

の
内
容
が
記
さ
れ
た
「
神
舞
書
」
も
現
存
し
、

現
在
で
も
原
形
の
ま
ま
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
舞
は
、
古
く
か
ら
国
家
の
大
事
や
災

害
な
ど
に
際
し
て
全
42
段
が
奉
納
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
戦
後
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
46
年
に
復
活
し
、
現
在
は
神
舞
保

存
会
が
毎
年
秋
の
例
祭
に
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
舞
の
伝
承
が
困
難
に
な
っ
た
た

め
、
小
学
校
へ
の
「
出
前
授
業
」
を
行
う

な
ど
地
域
の
伝
統
芸
能
を
後
世
に
伝
え
て

い
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

棒
踊
り
は
、
刀
狩
の
頃
か
ら
自
治
会
を

守
る
た
め
に
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

蓬
原
中
野
の
棒
踊
り
は
、
由
来
は
不
明

で
す
が
、
豊
作
を
祈
願
し
て
古
く
か
ら
４

月
に
奉
納
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

２
つ
の
武
術
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
三

尺
棒
２
名
、六
尺
（
現
在
は
五
尺
を
使
用
）

棒
４
名
の
６
名
１
組
で
踊
り
ま
す
。

　

長
い
間
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
郷
土

の
伝
統
芸
能
を
残
す
た
め
、
保
存
会
を
発

足
、
復
活
さ
せ
、
現
在
は
、
蓬
原
校
区
の

運
動
会
で
毎
年
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
郷
土
の
伝
統

芸
能
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。 

ウンテンバイクや釣りを体験

　８月 23 日、大隅青少年自然の家でジュニアリー

ダークラブが山と海での研修を行いました。参加者

からは「山道のマウンテンバイクは、普段とは全く

違ってスリルがあった」「始めは釣竿の扱いが難し

く、ゴカイも触れなかったけれど、だんだん慣れて

楽しめるようになった」と感想が聞かれました。

　自然を相手にした体験活動を通して、心身
の成長につながる研修となりました。

マ

阪の高校生が農家民泊体験
　大阪府立貝塚南高校の２年生 33 名が修学旅

行で志布志市を訪れ農家民泊を体験しました。

大

　８月 25 ～ 26 日、同校の修学旅行生を「志」ツー

リズム協議会員 11 軒で受け入れました。各家庭で

は、家族と一緒に農作業や薪割り、ケーキ作りなど

様々な活動を行いました。短い時間ではありますが

農家民泊の魅力である受入家族との触れあいを通じ、

楽しい時間を共有することができました。

頃の鍛錬の成果を発揮！
　空手の大会において空手道成武館の皆さんが

素晴らしい成績を収めました。

日

　８月２日、宮崎県ツワブキ武道館において第 11

回西日本硬式空手道選手権大会が行われ、九州各

県をはじめ遠くは四国香川、高知両県から 400 名

以上の参加があり、熱戦を繰り広げました。小学 6

年形の部優勝をはじめとする優勝 3 人のほか、第 3

位に 3 人が入賞するなど優秀な成績を収めました。

明中学校の卒業生が大活躍
　第 48 回全国高等専門学校サッカー選手権大

会において同中学校の卒業生が活躍し優勝しました。

有

　8 月 26 日～ 30 日、大分県において全国の高専

が各地区の予選を勝ち抜き、全 16 校で全国一位を

争う同大会が開催されました。有明中出身で鹿児島

高専の黒石悠斗さん、重山多聞さん、児玉善久さん

が選手として、黒石愛華さんがマネージャーとして

活躍し 2 年ぶり 24 回目の全国優勝を果たしました。

道の県大会で見事優勝！

　８月 28 日、サンアリーナせんだい（薩摩川内市）

で開催された第 31 回鹿児島県少年柔道学年別錬成

大会に志布志小学校 3 年生の岩元夢優さんが出場

し優勝しました。3 年生女子の部には 27 名の選手

が出場しましたが、岩元さんは昨年も 2 年の部で

優勝しており見事連覇を達成しました。

第 31 回鹿児島県少年柔道学年別錬成大会で
志布志小学校 3 年の岩元夢優さんが優勝しました。

柔

明中卒業生が母校へ寄附
　有明中学校の卒業生が還暦同窓会を行い、

集まった寄附金を母校に贈呈しました。

有

　９月２日、有明中学校校長室において、８月 15

日に実施された還暦同窓会で集まった寄附金（３万

円）を新田校長に手渡しました。

　これは、昭和 46 年 3 月卒業の還暦同窓会に出席

した 44 名の卒業生が、学校のために使って欲しい

と寄附したもので、図書の購入等に活用されます。

るさと納税が１億円を突破

　９月３日、市役所本庁舎、正面玄関前で「ふるさ

と納税１億円達成記念セレモニー、ふるさと志基金

活用事業マイクロバス納車式」が開催されました。

　市では６月１日から、うなぎやお肉、焼酎などの

特産品の返礼を開始し、開始から約３か月で寄附申

出額が１億円を突破、全国から寄せられた多くの志

への感謝を込めて、同セレモニーを開催しました。

　また、併せて、ふるさと志基金で購入した国民宿

舎「ボルベリアダグリ」のマイクロバスがお披露目

されました。バスには、ボルベリアダグリの全景写

真、志武士ししまるのイラストや大クス等の観光名

所をあしらった写真がラッピングされ、とても目を

引くデザインとなっています。佐藤総支配人は「走

る広告塔として市外からの誘客に努めたい」と話さ

れました。

全国から寄せられたふるさと納税が 1 億円を超
えたことを記念してセレモニーが行われました。

ふ
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　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。 

そ電話詐欺に注意！

　9 月 20 日、上門公民館で開催された敬老会に同

会の会員 43 名が寸劇を鑑賞しました。寸劇は、志

布志警察署宇都鼻駐在所の警察官が犯人役、地元の

方が騙されそうになる役を演じました。ユーモアを

交えた演技に参加者からは「地元の人が演じるので

印象に残りやすい」と感想がありました。

上門老人クラブ 若鮎会の敬老会でうそ電話詐欺
防止を呼びかける寸劇が行われました。

う

どもの心を育てるために
　有明小学校の学校保健委員会で子育てがより

良く行えるように講演会が開催されました。

子

　９月 10 日、同小学校多目的教室で開催された講

演会には有明小学校の保護者が参加し、講師の志布

志法律事務所 弁護士 内藤由佳先生が「幸せの心を

育むために」を演題に講演されました。「この子を

将来幸せな大人にする」をテーマに、自身の体験を

交えた話に参加者は耳を傾けていました。

通救命講習会が開催されました
　大隅曽於地区消防組合が「９月９日救急の日

普通救命講習会」を開催しました。

普

　９月９日、有明地区公民館（旧農村環境改善セン

ター）において普通救命講習会が開催され、66 事

業所 149 名の参加者がＡＥＤの使用法などを学び

ました。参加者からは「心臓マッサージは思ったよ

り体力が必要でした。いざという時、慌てないよう

に体験できて良かった」と感想が聞かれました。

格的な炭焼き窯が完成！
有明地区ふるさとづくり委員会が製作した本格

的ドーム型炭焼き窯が完成し安全祈願を行いました。

本

　９月 12 日、同委員会が今年５月から製作に取り

かかり９月 10 日に完成した炭焼き窯「千田窯」の

安全祈願と火入れ式が行われました。千田窯では、

地域の活性化や道路環境の改善につなげるため、間

伐材や道路脇の支障木を材料として、木炭や木酢液

を生産・販売する予定としているそうです。

年の人権擁護活動に感謝
人権擁護委員としての永年の活動に対し法務大臣

及び県人権擁護委員連合会長から感謝状が贈られました。

永

　９月 17 日、春日敏彦さん、山裾律子さんが市長

室を訪れ、受賞の報告がありました。春日敏彦さん

は 15 年間、山裾律子さんは 9 年間、住民の一番身

近な相談相手として適切に対応、救済し、また人々

の間に正しい人権の考え方を広める自由人権思想の

普及活動に努められました。

掃活動で地域社会に貢献
　　　鹿児島県宅地建物取引業協会大隅支部の皆さん
がボランティアで草取りなどを行いました。

清

　９月 26 日、同協会の 14 社 17 名の皆さんが 9

月 23 日の「不動産の日」に合わせて志布志運動公

園の植栽の雑草除去など清掃活動を行いました。こ

の活動に参加した牧野幸男大隅支部副支部長は「今

回で 11 回目を迎える。多く人が利用する施設を清

掃して地域に貢献していきたい」と話されました。

鼓の県大会で悲願の初優勝！
　志布志ちりめん太鼓が第 18 回日本太鼓ジュ

ニアコンクール鹿児島大会で初優勝しました。

太

　９月 25 日、市内の中学 3 年から高校 3 年までの

メンバー 10 人が市長室を訪れ、9 月 22 日に霧島

市で開催された同大会での優勝を報告しました。「信

念を貫き通すことで必ず優勝できるということが実

感できた。九州大会、全国大会でも志布志ちりめん

太鼓の名を響かせたい」との抱負を述べました。

性消防隊に制服を交付
制服交付式が行われ、稲付隊長以下 14 名の

女性消防隊員に制服が交付されました。

女

　９月 17 日、市役所本庁において、市長から制服

の交付を受け、市長や団長から激励の言葉が贈られ

ました。稲付隊長は「気持ちを新たに市民の安全・

安心を守りたい」と決意を述べました。今後は、一

人暮らしの高齢者宅の防火訪問など女性の目線から

の地域の安全・安心を守る活動を計画しています。
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◆実施期間：10 月 16 日（金）～ 10 月 30 日（金）

◆ 投票場所：市役所本庁・各支所ロビー、志布志・松山・有明郵便局、サンポートしぶしアピア、

　　　　　　道の駅松山、蓬の郷に設置した投票コーナー及び市のホームページからのインターネット投票

◆発　　表：市報しぶし 12 月号及びホームページにて発表します。

◆賞　　品：投票していただいた方から抽選で 30 名に賞品を進呈します。

◆交　　付：ご当地ナンバ―プレートは、平成 28 年 4 月 24 日に予定されている市制施行 10 周年記念

　　　　　　式典において交付式を行います。

１次選考

　9 月 15 日と 16 日に志布志高校・

尚志館高校・末吉高校・曽於高校の協

力をいただき生徒の投票により実施し

ました。

　電子ソフト作品・手書き作品毎に上

位 20 点を 1 次選考デザインと決定し

ました。

2 次選考

　各種団体長、有識者により第 1 次選考の 40 点を審査し、選考の基準であるデザインの優位性、応募規定を

満たしていること、標識機能を阻害しないこと等を勘案し、最終選考作品 5 点を決定しました。

公職選挙法改正による選挙権 18 歳引下げが実施されることもあ
り、生徒さんたちは投票の練習もかねて、自分のお気に入りのデ
ザインに投票してくれました。

志布志高校での投票の様子尚志館高校での投票の様子

■問い合わせ先：税務課　ご当地ナンバープレート担当　　℡：474-1111（内線 142）

 　最終選考作品選定までの経緯

９月に行われた５歳児歯科検

診で、虫歯も処置歯も無かっ

た子どもたちです！
　 絢

あ や め

萌 ちゃん 　 琥
ら い

李 ちゃん 　 大
た い が

我 ちゃん

ご当地ナンバープレートデザイン一般投票
会場 : 志布志市文化会館（Tel.472-3050）

志エッセイフェスティバル

国民文化祭ウィーク日程（カッコ内は主な出演団体）
11 月 1 日（日）     9:00 志布志地区秋の芸術祭（志布志町文化協会）
11 月 2 日（月）18:00 音楽の夕べ（志布志高校音楽部・志布志中学校吹奏楽部・歌舞劇）
11 月 3 日（火）13:00 鹿児島県主催事業　シンポジウム黒潮文化　黒潮がもたらす交流～大隅の可能性～
11 月 4 日（水）18:30 太鼓の夕べ（千軒太鼓・魁伝太鼓・ちりめん太鼓）
11 月 5 日（木）18:00 軽音楽の夕べ（アイカ・かねもり一座ほか）
11 月 6 日（金）18:00 和楽器の夕べ（三線同好会・琉球舞踊）
※会場は、11 月 1 日から 4 日は市文化会館、11 月 5 日、6 日は志ふれあい交流館（図書館隣）です。
※国文祭ウィークにお越しいただき舞台と展示をご覧になられた方は、毎日先着 200 名様にししまる缶バッ
　ジ国文祭仕様をプレゼントいたします。

毎日が文化祭
国文祭ウィークに
遊びにきてね !

主催 文化庁／鹿児島県／志布志市／志布志市教育委員会
第 30 回国民文化祭鹿児島県実行委員会／第 30 回国民文化祭志布志市実行委員会 お問合せ 志布志市教育委員会 生涯学習課 生涯学習係

第 30 回国民文化祭志布志市実行委員会（℡472-1111 内線 333・334）

http://essay-festival.jp

11月１日から８日は国文祭ウィーク

毎日が文化祭

「志」のまち発信コーナーとして「茶いっぺ」
の振る舞いやリサイクルの取組のパネル展
示、どんぶりの販売（市報しぶし10月号の40
ページをご覧ください）もあります。

両日とも市民参加の歌舞劇（ミュージカル）歌舞劇「志の
地の物語」上演のほか志布志麓散策ツアーを実施します。

各種展示発表も毎日ご覧になれます。

円（税込）

エッセイ・ショートムービー　８日 午前10時～
▼文化芸術発表　パート１（音楽の舞台発表）
▼文化芸術発表　パート２（日本舞踊の舞台発表）
▼オープニング歌舞劇「志（こころざし）の地の物語」
▼エッセイスト内藤洋子講演会　▼エッセイコンテスト審査発表
▼ショートムービーコンテスト上映・表彰（映画監督等による解説）
▼グランド・フィナーレ（タイムカプセルの合唱）

朗読コンテスト・朗読会　７日 午前10時～
▼志布志市総合芸術祭&国民文化祭　パート１（各種団体の発表）
▼志布志市総合芸術祭&国民文化祭　パート２（コラボ）
▼オープニング歌舞劇「志（こころざし）の地の物語」
▼女優名取裕子朗読会　▼朗読コンテスト最終審査会
▼総合芸術祭お楽しみ抽選会

11月７日  ８日
土 日 国民文化祭・

あなたの 1票で

ナンバープレートのデザインが決定します !!
　志布志市は、平成 28 年 1 月 1 日に市制施行 10 周年を迎えます。これを記念して、まちの活性化や

観光ＰＲに役立てようとご当地ナンバープレートのデザインを一般公募により募集しました。

　1 次、2 次選考の結果、最終選考に残った５点の作品の中から、一般投票により志布志市のご当地ナ

ンバープレートのデザインを決定します。ぜひ、投票にご参加ください。
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市
教
育
委
員
会
の
外
部
評
価
を
公
表
し
ま
す

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の

規定に基づき、志布志市教育委員会では 5 人の学識経験

者で構成する外部評価委員会を 7 月 4 日に開催し、平成

26 年度の教育委員会の主な事務事業について点検及び評

価を行い、報告書を議会に提出しましたので、その概要

を公表します。

　教育委員会では、この点検・評価をもとに、これまで

以上に効果的な教育行政の推進に努めてまいります。
外部評価委員による「志学教室（文化会
館）」の視察

教
育
委
員
会
委
員
の
活
動
状
況

◆
目
的

　

毎
月
の
定
例
会
、
教
育
委
員
研

修
会
、
学
校
訪
問
、
学
校
経
営
報

告
会
、
入
学
式
、
卒
業
式
、
そ
の

他
各
種
行
事
へ
の
出
席
。

◆
総
合
評
価

　

地
方
教
育
行
政
法
が
改
正
さ
れ

大
き
な
節
目
の
年
と
な
る
。
新
制

度
を
し
っ
か
り
と
運
用
し
て
い
く

た
め
に
は
、
私
た
ち
教
育
委
員
自

身
が
地
域
と
の
交
流
や
学
校
の
現

状
把
握
等
に
更
に
力
を
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
併
せ
て
諸
研
修

会
や
自
主
学
習
会
を
通
し
て
教
育
委

員
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
り
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

今
年
４
月
か
ら
教
育
委
員
会
制

度
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

教
育
委
員
に
は
更
に
自
覚
を
持
っ

て
活
動
し
て
い
た
だ
く
よ
う
期
待

し
て
い
る
。
学
力
向
上
を
目
指
し

て
確
か
な
学
力
の
定
着
に
向
け
た

検
討
委
員
会
も
発
足
し
、
教
育
委

員
も
一
段
と
忙
し
く
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
無
理
の
無

い
範
囲
で
活
動
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
。

志
布
志
中
学
校
通
学
バ
ス

運
行
委
託
事
業

◆
目
的

　

田
之
浦
中
学
校
及
び
出
水
中
学

校
の
区
域
か
ら
志
布
志
中
学
校
へ

の
通
学
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
統
合
に
よ
り
遠
距
離
通
学

と
な
っ
た
生
徒
の
通
学
手
段
を
確

保
し
、
も
っ
て
教
育
環
境
の
向
上

を
図
る
。

◆
総
合
評
価

　

平
成
26
年
度
は
、
事
業
開
始
初

年
度
で
あ
っ
た
が
、
市
教
委
、
受

託
業
者
、
学
校
、
生
徒
及
び
保
護

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識

し
事
業
実
施
に
努
め
た
た
め
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
や
交
通
事
故
等
も

な
く
、
円
滑
に
事
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

１
年
間
無
事
故
で
運
行
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
う
。
通
学
バ
ス
は
、
中

学
校
を
統
合
す
る
と
き
の
最
大
の

前
提
条
件
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
運
行
の
安
全
確
保
に
努
め
て

い
た
だ
い
て
、
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル

が
無
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

教
職
員
住
宅
建
設
事
業

◆
目
的

　

市
内
49
棟
の
教
職
員
住
宅
を
管

理
し
て
い
る
が
、
老
朽
化
と
新
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
建
物

が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
年
次
的
に

建
替
え
を
実
施
し
、
住
宅
の
耐
震

化
と
教
職
員
の
住
環
境
の
整
備
を

図
る
。

◆
総
合
評
価

　

平
成
23
年
度
か
ら
計
画
的
に
建

替
え
を
実
施
し
て
お
り
、
良
好
な

住
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
、

学
校
施
設
を
含
め
た
維
持
管
理
が

容
易
と
な
り
、
地
域
と
の
結
び
つ

き
が
図
ら
れ
、
教
職
員
が
安
全
・

安
心
し
て
教
育
活
動
に
専
念
で
き

る
。
学
校
の
耐
震
化
が
完
了
し
た

後
は
、
新
規
建
設
戸
数
を
増
や
し

て
、
事
業
の
推
進
を
図
り
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

住
宅
を
造
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
入
る
方
の
校
長
先
生
、
教
頭

先
生
の
意
識
を
よ
り
高
め
、
学
校

教
育
を
一
所
懸
命
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思

う
。

学
力
向
上
推
進
事
業

◆
目
的

　

児
童
生
徒
の
学
力
の
実
態
を
的

確
に
把
握
し
、
学
力
向
上
に
向
け

た
対
策
を
講
じ
、
確
か
な
学
力
の

定
着
と
学
力
向
上
を
図
る
。

◆
総
合
評
価　

　

本
市
の
学
力
は
、
国
や
県
の
学

力
の
平
均
と
比
較
し
て
低
い
学
校

が
多
く
市
全
体
と
し
て
み
て
も
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

人
格
の
完
成
を
図
る
上
か
ら
も
学

力
向
上
は
学
校
教
育
の
最
大
の
使

命
の
一
つ
で
あ
り
、
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

学
力
向
上
の
目
標
と
し
て
は
、

高
い
ハ
ー
ド
ル
だ
と
思
う
が
、
ぜ

ひ
成
し
遂
げ
て
も
ら
い
た
い
。
そ

の
た
め
に
は
教
員
の
力
量
を
上
げ

る
こ
と
と
子
ど
も
た
ち
の
や
る
気

を
引
き
出
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思

う
。
教
育
委
員
会
は
そ
の
き
っ
か

け
を
作
っ
て
、
後
は
保
護
者
が
家

庭
学
習
を
し
っ
か
り
と
さ
せ
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
家
庭
学
習
が

し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

学
力
も
向
上
す
る
。

生
徒
指
導
推
進
事
業

◆
目
的

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機

関
等
が
連
携
を
図
り
、
よ
り
よ
い

生
徒
指
導
態
勢
を
確
立
し
、
い
じ

め
の
早
期
発
見
・
早
期
解
決
と
新

た
な
不
登
校
生
の
出
現
の
抑
止
に

取
り
組
む
。

◆
総
合
評
価

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配

置
事
業
、適
応
指
導
教
室
「
松
風
」

等
の
事
業
を
継
続
し
、
今
後
も
問

題
の
未
然
防
止
と
解
決
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
新
た
な
不
登
校
生
出
現

の
抑
止
や
不
登
校
の
解
消
の
た
め

に
、
児
童
生
徒
の
み
な
ら
ず
保
護

者
の
支
援
に
地
域
社
会
と
一
体
と

な
っ
た
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

い
じ
め
や
不
登
校
は
、
ど
の
子

に
も
起
こ
り
う
る
問
題
な
の
で
、

継
続
し
て
こ
の
事
業
は
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

　

今
年
度
か
ら
は
指
導
主
事
が
１

人
増
員
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
生
徒
指
導
が
一
層
充
実
す

る
よ
う
期
待
し
た
い
。

志
布
志
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
維
持
管
理
事
業

◆
目
的

　

市
内
で
発
掘
調
査
さ
れ
た
埋
蔵

文
化
財
の
整
理
作
業
を
行
い
、
遺

物
の
保
存
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

志
布
志
の
歴
史
を
紹
介
し
、
市
民

の
郷
土
の
文
化
財
に
対
す
る
愛
護

思
想
の
普
及
啓
発
を
図
る
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
埋

蔵
文
化
財
の
保
護
、
保
存
、
活
用

の
拠
点
で
あ
り
、
更
に
は
、
志
布

志
の
歴
史
を
展
示
紹
介
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
志
布
志
の
歴
史

に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
郷
土
愛

を
培
い
、
文
化
財
愛
護
思
想
の
普

及
啓
発
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施

設
で
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

実
際
に
企
画
展
を
見
に
行
っ
た

が
、
素
晴
ら
し
い
内
容
だ
っ
た
。

志
布
志
の
ひ
な
人
形
展
を
は
じ
め

と
す
る
企
画
展
が
好
評
と
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
趣
向
を
凝
ら
し

て
様
々
な
企
画
展
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
事
業

◆
目
的

　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
通
し
て
、

人
々
が
豊
か
な
心
を
育
み
、
心
豊

か
な
生
涯
学
習
社
会
を
育
ん
で
い

く
こ
と
を
目
標
と
し
、
花
や
緑
の

空
間
を
通
し
て
心
の
通
い
合
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
活
動
を
推
進

す
る
。

◆
総
合
評
価

　

こ
の
事
業
を
行
う
こ
と
で
青
少

年
の
健
全
育
成
や
生
涯
学
習
の
推

進
、
地
域
（
校
区
）
公
民
館
組
織

の
機
能
強
化
が
期
待
で
き
る
た
め
、

必
要
な
事
業
で
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

自
分
た
ち
で
苗
か
ら
育
て
て
と

い
う
の
は
、
な
か
な
か
で
き
な
い

の
で
、
こ
の
事
業
が
あ
る
と
自
治

会
の
花
植
え
が
効
率
的
に
で
き
る

の
で
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
事
業

だ
と
思
う
。
花
の
種
類
も
希
望
を

聞
い
て
も
ら
え
る
の
で
感
謝
し
て

い
る
。

　

花
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
咲
い

て
い
る
志
布
志
の
ま
ち
の
風
景
と

い
う
の
は
、
よ
そ
の
ま
ち
に
は
な

い
素
晴
ら
し
い
取
組
だ
と
思
う
。

体
力
向
上
推
進
事
業

◆
目
的

　

児
童
生
徒
の
体
力
の
実
態
を
把

握
し
、
体
力
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
教
師
の
保
健
体
育
の
授

業
の
指
導
力
向
上
を
図
る
。

◆
総
合
評
価

　

知
育
・
徳
育
・
体
育
の
調
和
の

と
れ
た
児
童
・
生
徒
を
育
成
す
る

た
め
に
は
、
体
力
の
向
上
は
欠
か

せ
な
い
項
目
で
あ
り
、
今
後
も
市

と
し
て
継
続
的
・
計
画
的
に
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
学
級
閉
鎖

は
、
た
っ
た
１
校
だ
っ
た
と
い
う

の
は
、
大
変
良
い
こ
と
だ
と
思
っ

た
。
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん

運
動
に
お
茶
う
が
い
も
プ
ラ
ス
し

て
健
康
で
体
力
も
向
上
す
る
よ
う

に
願
い
た
い
。

　

ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
運
動
で

も
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
子
ど

も
た
ち
の
体
力
も
上
が
る
と
思
う

の
で
、
学
校
間
の
取
組
も
全
校
体

制
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
も
ら
い

た
い
。

各
種
教
室
開
催
事
業

◆
目
的

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対

象
に
、
体
力
の
向
上
と
健
康
保
持

増
進
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
継

続
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ

う
教
室
を
開
講
す
る
。

◆
総
合
評
価

　

市
体
協
各
競
技
団
体
等
と
連
携

し
て
講
師
確
保
に
努
め
、
効
率
的

に
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

等
で
実
施
し
て
い
る
教
室
に
つ
い

て
は
、
事
業
の
統
合
や
、
内
容
の

再
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

立
派
な
施
設
を
十
分
に
活
用
し

て
ほ
し
い
と
は
思
う
が
、
生
涯
学

習
講
座
と
内
容
が
重
複
し
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
統
一
で
き
る

も
の
は
統
一
し
た
方
が
良
い
と
思

う
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
係
の
職
員
が

行
事
や
教
室
に
時
間
を
割
か
れ
て

い
る
よ
う
な
の
で
、
外
部
に
任
せ

ら
れ
る
も
の
は
任
せ
て
、
本
来
や

る
べ
き
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
に
従

事
で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
良
い

と
思
う
。



　

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す
。
３
Ｒ
と
は
、

Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
：
発
生
抑
制
）

Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
ユ
ー
ス
：
再
使
用
）　

Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ（
リ
サ
イ
ク
ル
：
再
生
利
用
）

の
こ
と
を
い
い
、
こ
の
３
Ｒ
に
関
す
る
理
解

と
協
力
を
求
め
る
た
め
、
循
環
型
社
会
の
形

成
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
が
便
利
で
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て

い
る
の
は
、
必
要
な
資
源
を
使
っ
て
大
量
に

物
を
つ
く
り
、
そ
れ
ら
を
消
費
し
、
い
ら
な

く
な
っ
た
物
を
捨
て
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
地
球

の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
増
加
し
、
地
球

が
暖
か
く
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問

題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
必
要
な
資
源
を
採
取
し
、
自
然
環

境
を
破
壊
し
、
あ
る
い
は
、
い
ら
な
く
な
っ

た
物
を
捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
環
境

を
汚
染
し
た
り
し
て
、
地
球
の
環
境
そ
の
も

の
に
も
大
き
な
負
荷
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
地
球
の
環
境
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
多
く
の

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、
い
ら
な
く
な
っ

た
ら
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
資
源
を
有
効
に

活
用
し
も
の
を
大
切
に
使
う
、
環
境
に
や
さ

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と
転
換
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
実
践
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
頃
、
買
っ

た
り
消
費
し
て
い
る
も
の
が
、
環
境
に
や
さ

し
い
か
ど
う
か
、
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
は
一
人
ひ
と
り
が
捨
て
る
も
の
な
の

で
、
自
分
の
出
す
ご
み
は
少
な
い
か
ら
関
係

な
い
と
他
人
に
ま
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
ご

み
を
減
ら
そ
う
と
自
分
自
身
で
考
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

リ
デ
ュ
ー
ス

　

リ
デ
ュ
ー
ス
は
、
分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
必

要
の
な
い
も
の
が
出
た
と
き
に
で
き
る
だ
け

ご
み
と
し
て
捨
て
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
が
、
す
べ
て
の
も
の
が
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
買
う
と
き
に
、
過
剰
な

包
装
を
こ
と
わ
る
、
必
要
の
な
い
も
の
は
買

わ
な
い
な
ど
、
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
、
も

う
一
度
考
え
て
み
る
こ
と
で
す
。

リ
ユ
ー
ス

　

リ
ユ
ー
ス
は
、
も
の
を
再
使
用
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
を
、

ご
み
と
し
て
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
洗
っ
た

り
直
し
た
り
し
て
も
う
一
度
使
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。
牛
乳
び
ん
に
は
、
リ
タ
ー

ナ
ブ
ル
び
ん
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
度
使
っ
た
も
の
を
回
収
し
、
き

れ
い
に
洗
っ
て
く
り
返
し
使
う
も
の
で
す
。

リ
ユ
ー
ス
は
、
同
じ
も
の
を
何
度
も
使
用
す

る
の
で
、
資
源
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の

を
再
生
し
て
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
を
、
ご
み
と
し
て
捨

て
る
の
で
は
な
く
、
も
の
を
作
る
た
め
の
原

料
や
燃
料
と
し
て
ま
た
利
用
す
る
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
お
茶
や
ジ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
い

る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
繊
維
の
原
料
と
な
っ

て
、
フ
リ
ー
ス
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
え
る
資
源
に

す
る
に
は
、
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
を
は
ず
し
、

中
を
す
す
ぐ
と
い
っ
た
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

回
収
に
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
他
の
ご
み

と
い
っ
し
ょ
に
捨
て
て
し
ま
え
ば
、
た
だ
の

ご
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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エコ通信
Ecology

Communication

本庁 市民環境課 環境政策室 環境政策係　℡：474 - 1111（内線 131 ～ 134）
松山支所 市民課 ℡：487 - 2111（内線 224）志布志支所 市民税務課 ℡：472 - 1111（内線 224・225）問

循環型社会の形成に向けた
　　　　　　取組を推進します！

～ 10 月は 3R 推進月間～
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３
Ｒ
推
進
月
間

な
ぜ
、
３
Ｒ
が
必
要
な
の
で
し
ょ

う
か
？

私
た
ち
が
実
践
で
き
る
こ
と

　休館日のお知らせ…　　

　 【10月】13日（火）、19日（月）、21日（水）、26日（月）　
　 【11月】２日（月）、９日（月）、16日（月）、18日（水）、24日（火）、30日（月）

図書館へ行こう。
～一冊の本との出会いが あなたの人生を変える～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

◆
「
ヨ
ー
コ
さ
ん
の
”
言
葉
”
」

 

佐
野 

洋
子
／
文　

北
村 

裕
花
／
絵 

　

自
分
ら
し
く
強
く
な
れ
る
、
や
さ
し
く
な
れ
る
。

人
生
を
豊
か
に
生
き
る
方
法
を
綴
っ
た
選
り
す
ぐ
り

の
エ
ッ
セ
イ
に
イ
ラ
ス
ト
を
そ
え
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ

レ
の
番
組
「
ヨ
ー
コ
さ
ん
の
”

言
葉
”
」
を
書
籍
化
。

今
月
の
新
刊

◆
「
山
崎
豊
子
先
生
の
素
顔
」  

野
上　

孝
子
／
著

　
「
白
い
巨
塔
」「
華
麗
な
る
一
族
」「
大
地
の
子
」

「
沈
ま
ぬ
太
陽
」
…
。
現
代
の
タ
ブ
ー
に
迫
り
、

戦
争
と
平
和
を
問
い
続
け
た
国
民
的
作
家
・
山
崎

豊
子
。
そ
の
素
顔
と
創
作
の
現
場
を
52
年
間
一
心

同
体
で
支
え
た
秘
書
が
明
か
す
。

児 

童
■
「
よ
め
る
よ
め
る
も
じ
の
え
ほ
ん
」  

　
　

作
：
こ
く
ぼ 

み
ゆ
き

　
　

          　
　

絵
：
し
も
だ
い
ら 

あ
き
の
り    

デ
ザ
イ
ン
：
下
山 

ワ
タ
ル

■
「
モ
リ
く
ん
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
カ
ー
」  

　
　

作
：
か
ん
べ 

あ
や
こ

■
「
つ
み
つ
み
で
ん
し
ゃ
」    　
　

作
：
薫 

く
み
こ　

絵
：
か
と
う 

よ
う
こ

一 

般
■
「
女
主
人
公(

ヒ
ロ
イ
ン)

」 
 

 

著
：
赤
川 

次
郎

■
「
恋
せ
よ
魂
魄　

僕
僕
先
生 

９
」 

 
 

著
：
仁
木 

英
之

■
「
約
束 

Ｋ
・
Ｓ
・
Ｐ
ア
ナ
ザ
ー 

警
視
庁
歌
舞
伎
町
特
別
分
署
」

 
 

 
 

 
 

著
： 

香
納 

諒
一

　

10
月
31
日
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
す
！

　

そ
こ
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
関
す
る
本
を
集
め
ま

し
た
。
今
年
は
家
族
や
友
人
と
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ー
テ
ィ
」
な
ん
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

他
に
も
「
大
人
に
す
す
め
る
絵
本
」
を
集
め
ま

し
た
。秋
の
夜
長
、ゆ
っ
く
り
絵
本
読
み
ま
せ
ん
か
？

「ハロウィン」
図
書
館
が
お
す
す
め
す
る
『
テ
ー
マ
図
書
』

Information
おはなし会へ出かけよう！

10 月・11 月

本館
10時30分 ～

 10 月 11 日、18 日、25 日、
　　    31 日
 11 月７日

香月分館
10時30分 ～  10 月 24 日

安楽分館
10時30分 ～  10 月 24 日

志布志分館
10時30分 ～  10 月 24 日

松山分館
９時45分 ～  10 月 24 日

有明分館
10時 ～  10 月 17 日

◆志ふれあい交流館「アニメ上映会」午後３時～　
　10 月 18 日、25 日、11 月８日【日曜日】

※ 内容は「ディズニーのダンボ」、「かいじゅうた
ちのいるところ」など。

◆図書館ボランティア養成講座の受講生を募集します！
　●カンタンマジックに挑戦！　10月 22日（木）10：00～ 

　●カンタン腹話術に挑戦！　　11月 19日（木）10：00～

　今回は、特に学校の読書グループの皆様の受講を心からお待ちしていま

す。お気軽にお問合せください。

◆ 読書感想文感想画コンクールの作品を募集します！

　図書館では、読書週間（10 月 27 日から 11 月９日）に合わせ、一冊の感

動の本との出会いを求めて、幼稚園児、保育園児、小学生、中学生を対象に

読書感想画を、小学生、中学生、高校生、一般を対象に読書感想文の作品を

募集中です。募集期限は 11 月 13 日（金）までとなっています。

◆ 11月１日（日）にブックマーケットを開催します！！

　引換券は、本の貸出の時に１日１枚配布し、ブックマーケットで雑誌

や本と交換できます。引換券の配布は、全館において 10月 31 日（土）

まで行います。たくさん集めて参加しましょう！

※ 上記について、詳しくは図書館ホームページをご覧になるか、図書館までお気軽にお問い合わせください。

文藝春秋 講談社



「
健
康
強
調
月
間
」
と
は

　

全
国
民
の
健
康
意
識
の
向
上
、
健
や

か
な
生
活
習
慣
の
定
着
、
健
康
寿
命
の

延
伸
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
10
月
１
日

か
ら
31
日
ま
で
の
１
か
月
間
を
「
健
康

強
調
月
間
」
に
定
め
、
健
康
づ
く
り
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

一
次
予
防
の
重
点
的
な
取
組
課
題
で

も
あ
る
「
栄
養
・
食
生
活
」「
こ
こ
ろ

の
健
康
」「
禁
煙
」「
運
動
」
に
焦
点
を

当
て
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

生
活
習
慣
の
見
直
し
や
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
市
報
で
も
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
方
法
を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し

た
が
、
再
度
、
ポ
イ
ン
ト
を
振
り
返
り

ま
す
。

保健・医療・健康に関する情報を発信！

Health up for Smile! 　保健師・栄養士メモ 
　

 

ご
存
知
で
す
か
？ 

　

10
月
は
健
康
強
調
月
間
で
す
！

志布志市健康カレンダー（10月・11月）
健（検）診や健康相談・育児相談をご利用ください。

健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
保健課  保健対策係  ℡：474 - 1111（内線 164 ～ 168）問

今月お話しするのは…

保健師の大口です！
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母子手帳の交付日は…
● 本庁　　　　：第１・第３水曜日の午後
● 松山支所　　：第２・第４水曜日の午前
● 志布志支所　：毎週月曜日の午前

 １歳６か月児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
 10 月 15 日（木）：健康ふれあいプラザ
 11 月 18 日（水）：健康ふれあいプラザ

 ３歳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
 10 月 23 日（金）：健康ふれあいプラザ
 11 月 20 日（金）：健康ふれあいプラザ

 乳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

 11 月 12 日（木）：健康ふれあいプラザ

 両親学級【９：20 ～９：30 受付】

 11 月５日（木）：健康ふれあいプラザ

 ２歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】　

 10 月 22 日（木）：有明地区公民館（旧農村環境改善センター）

 ５歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】
 10 月 29 日（木）：健康ふれあいプラザ
 11 月 10 日（火）：健康ふれあいプラザ

 １歳児お誕生相談【９：30 ～ 10：00 受付】
 10 月 28 日（水）：やっちくふれあいセンタ－
 11 月 17 日（火）：川西地区公民館（旧農村研修センター）

 育児相談【10：30 ～ 12：00】
 10 月 28 日（水）：やっちくふれあいセンタ－
 11 月 17 日（火）：川西地区公民館（旧農村研修センター）

 育児学級【９：30 ～ 10：00 受付】
 10 月 27 日（火）：健康ふれあいプラザ
 11 月 19 日（木）：健康ふれあいプラザ

  がん検診

  10 月 19 日（月）～ 10 月 23 日（金）：肺がん（有明）
  10 月 26 日（月）～ 10 月 28 日（水）：肺がん（有明）
  11 月４日（水）～ 11 月６日（金）：肺がん（志布志）
  11 月９日（月）～ 11 月 11 日（水）：肺がん（志布志）
  11 月 16 日（月）～ 11 月 20 日（金）：肺がん（志布志）
  11 月 24 日（火）～ 11 月 27 日（金）：女性がん（志布志）
  ※時間会場等詳しくは、個別に配布される文書でご確認ください。

✚ 10 月・11 月の日曜・祝日当番医 ✚

10 月

11月

１日 石神診療所 （内科、皮膚科）℡ 474-0107

井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

３日 山口内科 （内科） ℡ 473-1188

８日 びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

15 日 大山病院 （内科） ℡472-1400

松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

22 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

23 日 さくらやまクリニック （泌尿器科、内科） ℡ 472-1100

29 日 はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

※ 夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間急病セ

ンター（℡：482-5899)」までお問い合わせください。

※ 都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関は、電話での

テープ案内（℡ 0986-23-5555）をご活用ください。

※ 受診すべきか判断がつかない場合は大隅広域夜間急病セン

ター電話相談（℡ 0994-45-4119）をご利用ください。

　

爽
や
か
な
秋
風
を
感
じ
な
が
ら
、
ま

ず
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

18 日 びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

ひろた小児科 （小児科） ℡ 471-6111

25 日 さくらやまクリニック （泌尿器科、内科） ℡ 472-1100

陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

● 

多
様
な
食
品
で
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を

● 

日
常
の
生
活
活
動
に
見
合
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

● 

脂
肪
は
量
と
質
を
考
え
て

● 

食
塩
を
取
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

● 

こ
こ
ろ
の
ふ
れ
合
う
楽
し
い

食
生
活
を

ポ
イ
ン
ト
１

　
栄
養
・
食
生
活

● 

趣
味
や
生
き
が
い
を
持
つ

● 

ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
体
、
こ

こ
ろ
の
病
気
を
知
る

● 

家
庭
や
職
場
で
話
し
や
す
い

場
を
つ
く
る

● 

ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
の
休

暇
を
と
る

● 

相
談
窓
口
の
場
を
利
用
す
る

ポ
イ
ン
ト
２

　
こ
こ
ろ
の
健
康

● 

喫
煙
の
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
知
る

● 

分
煙
を
行
う

● 

禁
煙
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
知
る

ポ
イ
ン
ト
３

　
禁
煙

● 

歩
く
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

● 

１
日
30
分
を
目
標
に

● 

息
が
弾
む
程
度
の
ス
ピ
ー

ド
で

ポ
イ
ン
ト
４

　
運
動

インフルエンザの季節がやってくる前に…インフルエンザ予防接種を受けましょう！ ＜予防接種実施期間＞ 10月１日から平成 28年２月 29日まで

助成対象者が変わりました。ご注意ください！

　�平成 26 年度は全市民に対し、一部公費負担で接種費用の助成を行っていましたが、今年度は次の対象者の接種

費用について一部公費負担となります。

◆助成対象者及び市の助成額

　●接種日時点で生後６か月以上、18歳以下（平成９年４月２日生～平成 10年４月１日生）となる方。･･･1,500 円

　●接種日時点で 65歳以上の方。･･･2,000 円

　●接種日時点で 60歳以上 65 歳未満の方で障害者手帳１級相当者。（市から個別に通知します。）･･･2,000 円

！ ◆自己負担額

　 医療機関の接種料から左記市の助成額を

差引いた額。

　※接種料は医療機関によって異なります。

◆接種場所　

　 市内医療機関、志布志市と契約する市外

の医療機関

◆接種回数

　 13 歳以上の方の接種回数は１回です。た

だし、13 歳未満の方は、接種回数が２回

となります。詳しい接種方法は医療機関

にお問い合わせください。

■助成についての問い合わせ先：保健課　保健対策係　　℡：474-1111（内線 168）
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本庁 企画政策課 地方創生推進室（シシガーデン事務局） ℡：474-1111（内線 254）問

■問い合わせ先：農政課　生産流通係　℡：474-1111（内線 433）

田
舎
の
た
し
な
み
。【
秋
】

　

市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
農
山
漁
村
で
暮
ら
す
人
々
が
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
よ

り
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
生
活
の
中
で
生
み
出
し
た
「
生
活
の
知
恵
（
旬
の
食
材
の
保
存

方
法
や
、
便
利
な
道
具
の
開
発
な
ど
）」
を
研
究
し
、
伝
承
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
選
り
す
ぐ
り
の
「
生
活
の
知
恵
」
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
紹

介
し
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
日
々
の
生
活
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

懐
か
し
い
風
土
の
味 

～ 

や
さ
し
い
甘
さ
の
ふ
く
れ
菓
子 

～

　
「
ふ
く
れ
菓
子
」
は
最
も
身
近
な
郷
土
菓
子
の
ひ
と
つ
で
す
。
お
祭
り
や
彼
岸
で
、
神
仏
へ
の
お
供
え
物
と
し
て
家
庭
で
作
ら
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
現

在
は
子
ど
も
た
ち
の
お
や
つ
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

定
番
で
あ
る
黒
砂
糖
の
他
に
も
、
様
々
な
風
味
の
「
ふ
く
れ
菓
子
」
を
ご
家
庭
で
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

秋 ～ 『やさしい甘さのふくれ菓子の作り方』　

【ふくれ菓子の作り方】

《材料（アルミカップ８号 ６個分）》

● 小麦粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200 ｇ

● 白砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・180 ｇ

　　（黒砂糖で作る場合はコクがあるので 160 ｇで良い）

● タンサン（重曹）・・・・・・・・・3ｇ（小さじ 1/2）

● 酢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20cc

● 水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・130cc

● レーズン・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量

《作り方》

かざらない郷土のソーダ菓子

① 蒸し器に火を入れて、すぐに蒸
せるように準備をする。

② 小麦粉にタンサンを加えて、ふる
いにかける。

③ 砂糖を目の大きいザルでふるい、
②に加えてよく混ぜ合わせる。

④ 酢と水を合わせてから③に加え、
よくかき混ぜる。

⑤ ④をアルミカップの八分目まで
スプーンで流し込み、上に飾り
のレーズンをのせる。（アルミ
カップが弱い場合は二枚重ねに
すると良い）

⑥  10 ～ 12 分蒸し、竹串を刺して
生地がついてこなければ蒸し
あがり。　　

≪ポイント≫
タンサンと酢は混ぜ合わせた直後から発
泡が始まるため、できるだけ素早く蒸し
始めるときれいに膨らみます。

① 蒸し器の準備をする

②、③ 粉類、砂糖をふるう

④ 酢と水を加えて混ぜる

⑤ スプーンで流し込む

志布志市が取り組む「ブランドづくり」を紹介します！

こころざし ブランド通信
Shibushi Brands News 

「
創
業
支
援
相
談
等
事
業
」
と
は
？

　

今
年
６
月
よ
り
、
志
布
志
市
が
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
事
業
に
つ
い
て
、
新
規
事
業
の

創
業
を
考
え
て
い
る
方
、新
た
な
販
路
・

顧
客
の
獲
得
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
等
を
考

え
て
い
る
方
な
ど
を
対
象
と
し
、
特
に

寄
附
者
へ
の
返
礼
品
と
な
る
特
産
品
を

提
供
し
て
い
る
事
業
者
を
中
心
参
加
者

と
し
た
「
創
業
支
援
相
談
等
事
業
」
特

別
セ
ミ
ナ
ー
を
９
月
12
日
土
曜
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
創
業
支
援
相
談
等
事
業
」
と

は
、
国
策
の
地
方
創
生
先
行
型
施
策
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
で
、
創
業
支
援

や
販
路
開
拓
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
、
観
光

等
に
関
す
る
相
談
及
び
研
修
・
講
習
会

等
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
魅
力
あ
る
地

域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
創
業
支
援
相
談
等
事
業
」
特
別
セ
ミ

ナ
ー
第
1
回
と
な
る
今
回
は
、
今
年
度

よ
り
全
国
自
治
体
に
策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
る
「
志
布
志
市
地
方
創
生
総
合
戦

略
」
の
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
も
あ
り

志
布
志
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
ふ
る
さ
と
大
使
な
ど
を
兼
任
し

て
い
る
株
式
会
社
ふ
じ
や
ま
学
校 

代

表
取
締
役
の
坂
本
貴
弘
氏
を
特
別
講
師

に
招
い
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
活
用
し
た
特
産
品
販
売
の
全
国
成
功

事
例
や
、
志
布
志
の
特
産
品
の
特
色
・

利
点
を
踏
ま
え
た
商
品
企
画
の
在
り
方
、

２
０
１
５
年
度
の
制
度
改
正
を
踏
ま
え

た
商
品
企
画
・
宣
伝
広
告
の
具
体
的
な

方
法
な
ど
特
産
品
事
業
者
に
と
っ
て
有

用
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
、
終
了
後
も

参
加
者
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
内
容
の
質
問
や

商
品
企
画
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
が

続
い
て
い
ま
し
た
。

市
外
全
国
に
向
け
た
商
品
企
画
・

広
告
宣
伝
に
関
す
る
個
別
相
談
窓

口
を
開
設
い
た
し
ま
す
！　

　

今
回
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
後
よ

り
、
企
画
政
策
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
係
で

は
、
志
布
志
市
内
の
事
業
者
を
対
象
に
、

商
品
企
画
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

宣
伝
広
告
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
個
別

相
談
の
窓
口
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
9

月
12
日
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
の
告
知
後
、

早
速
、
新
た
な
返
礼
品
と
し
て
商
品
開

発
を
考
え
て
い
る
事
業
者
の
方
々
か
ら

個
別
相
談
の
お
申
込
み
が
あ
り
、
限
定

登
録
制
に
て
順
次
受
付
を
開
始
し
て
お

り
ま
す
。

「
創
業
支
援
相
談
等
事
業
」
特
別
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

シシガーデン：　http://sisi-garden.com/ 　　　シシペディア：　http://sisipedia.sisi-garden.com/



文
芸

Japanese Poem of 31syllables 
*Haiku Poem*Comic Haiku*

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

慰
霊
塔
に
幾
百
の
位
牌
清
め
に
つ
蘇
り
来
ぬ
戦
い
の
日
々
の	

　
　
　
　
畑
山
み
つ
き

知
覧
基
地
七
十
年
の
夏
家
族
等
と
特
攻
戦
士
の
遺
品
を
め
ぐ
る	

　
　
　
　
福
元
　
　
忍

真
夏
日
の
猛
暑
つ
づ
く
秋
日
和
タ
ン
ス
の
衣
類
土
用
干
し
な
す	

　
　
　
　
徳
田
　
将
人

足
も
と
を
と
も
な
く
過
ぐ
る
風
の
あ
り
夕
暮
れ
の
庭
病
葉
の
舞
ふ	

　
　
　
　
矢
野
　
む
つ

振
り
返
る
戦
後
七
十
年
消
え
失
せ
ぬ
父
母
に
連
れ
ら
れ
小
暗
き
壕
へ	

　
　
　
　
野
口
　
　
嵐

肺
癌
の
精
密
検
査
の
紹
介
状
「
開
封
す
る
な
」
を
灯
に
す
か
し
見
る	

　
　
　
　
澤
津
川
頼
子

神
秘
的
夜
空
に
発
ち
し
こ
う
の
と
り
し
っ
か
り
届
け
宇
宙
の
宿
へ	

　
　
　
　
萩
　
　
幸
子

母
が
い
て
姉
が
い
る
や
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
群
れ
飛
ぶ
ト
ン
ボ
の
羽
音
が
聞
こ
ゆ	

　
　
木
下
マ
キ
子

原
爆
の
十
一
時
二
分
戦
争
の
無
い
世
界
を
願
い
黙
祷
捧
ぐ	

　
　
　
　
大
原
　
　
繁

炎
吹
き
宇
宙
へ
旅
立
つ
ロ
ケ
ッ
ト
に
熱
い
思
い
は
言
葉
に
な
ら
ず	

　
　
　
　
水
上
カ
ズ
エ

終
戦
日
球
児
一
同
整
列
し
試
合
中
断
黙
祷
捧
ぐ	

　
　
　
　
池
迫
　
　
茂

忘
れ
得
ぬ
六
・
九
・
十
五
・
八
月
の
原
爆
戦
争
我
等
の
惨
禍	

　
　
　
　
石
峰
カ
ズ
子

終
戦
時
銃
後
の
乙
女
今
に
し
て
学
徒
動
員
忘
る
る
こ
と
な
し	

　
　
　
　
宮
脇
　
ナ
ナ

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

新
涼
の
空
気
満
た
せ
る
肺
の
奥
　
　
　
　
本
村
　
湧
水

久
し
ぶ
り
夫つ
ま

と
歩
い
た
月
明
か
り
　
　
　
川
畑
　
美
行

夏
の
草
踏
ん
で
も
踏
ん
で
も
立
上
る
　
　
城
之
園
よ
し
え

朝
顔
の
小
さ
く
な
り
て
咲
き
つ
づ
く
　
　
増
野
　
信
子

客
去
り
し
一
人
の
吾
に
大
夕
焼
け
　
　
　
熊
谷
　
玉
乃

包
丁
に
噛
み
つ
い
た
ま
ま
大
南
瓜
　
　
　
川
畑
　
充
子

香
り
立
つ
台
風
あ
と
の
青
松
葉
　
　
　
　
春
日
　
ふ
く

語
り
継
ぐ
誓
い
あ
ら
た
に
終
戦
日
　
　
　
本
村
多
可
子

～ 『志』・季・折・々 ～
市内の美しい風景や、歴史・文化を感じさせて

くれるもの等を写真でご紹介します。

読者の皆様からの写真のご提供も、

お待ちしています。

【今月の１枚：彼岸花】
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薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

痛い

て
腰こ
し

も	

楽た
の

し
行で

ば楽
い
な	

ぐ
っ
言ゆ

わ
じ	

　
　
　
満
留
　
ぐ
み

風か
ぜ
ち
ゅ

邪
言
た
や	

玄ふ
ん
ご関
で
ぐ
い
ち	

ひ
ん
帰も
ど

っ	

　
　
　
木
藤
　
富
美

風か

ぜ邪
ぐ
れ
ち	

ざ
っ
と
考か
ん

げ
っ	

命い
の

っ
と
い	

　
　
　
野
村
　
三
味

楽た
の

し
ん
な	

孫ま
ご

ん
顔つ
ら
み見
と	

晩ば
ん

の
焼し
ょ
つ酎	

　
　
　
伊
地
知
　
孝

歳と

し
ゅ
と
れ
ば	

悋じ
ん
き気

も
せ
ん
が	

相え

て手
も
せ
じ									

新
地
　
十
意

長な
が
あ
め雨
ん	

沙さ

た汰
か
気き

ぼ細
し
か	

収と
い
れ
ど
っ

穫
期	

　
　
　
樋
渡
草
団
子



　市では、公正な滞納処分に資するため以下の財産について公売を実施します。

●公売方法：入札方式　　●入札会場：有明地区公民館（旧農村環境改善センター）

●携行品：印鑑（認印可、シャチハタ不可）、身分証明書（運転免許証等）

※代理人による入札の場合、委任状及び代理人の印鑑・身分証明書

※ 売却区分番号 27-12 ～ 13 には農地が含まれるため、入札に参加するためには、農

地法上の許可が必要であり、「買受適格証明」という書類を提出していただきます。許可には一定の期間を要し、また、

許可されない場合があります。「買受適格証明」については、11 月６日（金）までに申請してください。詳細については、

志布志市農業委員会（℡：487-2111 内線 302）までお問い合わせください。

●その他　いずれも公簿表示で現況渡しです。

税の広場

今月の納税

口座振替日：

1 1 月 ２ 日（月）

　口座振替をされる方は、口座振替日の前日
までに残高確認をお願いします。

●国民健康保険税（６期）

●後期高齢者医療保険料（６期）

●介護保険料（６期）　●市県民税（３期）

※�納税証明等の交付について

　金融機関等で納付してから市役所で納付確
認ができるまで、約１週間程度かかる場合が
あります。納付後、早急に納税証明等が必要
な場合は領収書等をお持ちの上、交付請求し
てくださいますようお願いします。 本庁  税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153） 

収納管理係（内線 147・148）問

志布志市の税金に関することや滞納処分の状況をご紹介します。

Tax Information

1 0 月 26 日（月）
納　期　限：

平成27年度 滞納処分等実施状況について
　
生
活
状
況
に
よ
り
一
度
に
納
税
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
や
失
業
・
病
気
等
で

収
入
が
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

庁
・
各
支
所
の
税
務
窓
口
で
納
税
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、

大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不動産など）を差し押

さえることになります（法律では、「督促状を発した日から起算して 10

日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなけれ

ばならない」と定められています）。

◆差押えを実施した件数
　（平成 27 年度 ４月～ 9 月） 7 0 件
差押えの内容：
●債　権：38 件　●預貯金：17 件

●不動産：12 件　●給　与：２ 件

●動　産：１件
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不動産公売会を実施します
国民健康保険の財政は、

危機的状況です！
特定健診を受診した場合と受診していない場合の生活習慣
病罹患状況の一人当たり医療費は、特定健診を受診してい
ない場合の方が、統計的に「約 11 万円」高くなっています。

　特定健診の受診の有無により、医療費も増減することになりま
すので、国民健康保険の皆様方も特定健診を受診するようお願いいたします。

！ シリーズ・国保

目指せ！特定健診受診率 70％
　志布志市では、特定健診の受診率 70％を目指しております。

　９月に集団健診が終了しましたが、悪天候の影響もあり、このままでは、特定健診の受診率 70％は非常に厳しい状況です。

　集団健診が終了しても、個別健診を受診していただくか、医療機関から情報提供をしていただくことにより、特定健

診の受診率をアップさせることができますので、個別健診の受診や情報提供へのご協力をお願いします。

　今月は、個別健診の方法について詳しくご説明いたします。

◆個別健診の方法　⇒　特定健診受診票を医療機関に提出（要予約）

　市が発行する特定健診受診票を医療機関に提出する必要があり

ますので、希望される方は、保健課 保健対策係までご連絡ください。

【個別健診内容】

　血液検査、心電図、尿採血、問診、身長・体重測定、医師診察　

　（ただし、がん検診については、個別での医療機関受診はできま

せんので、ご了承ください。）

【個別健診を受ける際は、必ず、次の点に御注意ください。】　　　

※特定健診受診票を忘れないように医療機関へ持参ください。

※実施できる医療機関が決まっておりますので、ご確認ください。

※ 年内（12 月末）までに受診していただきますようお願いいたします。

※受診の際は、医療機関で事前に予約を必ずしてください。

■問い合わせ先：保健課  国民健康保険係　℡：474-1111（内線 123 ～ 125）

 有効期限の過ぎた国民健康保険及び後期高齢者医療保険の保険証をお持ちの方へ！
　平成 27 年７月 20 日に、８月１日から使用できる国民健康保険及び後期高齢者医療保険の保険証を郵送しており、その際、
平成 27 年７月 31 日までの有効期限の保険証については、８月１日以降、返却をお願いしています。
　被保険者の皆様方の中には、有効期限の過ぎた旧保険証を市役所に返却していただいた方も多数いらっしゃいますが、
まだ、有効期限の過ぎた旧保険証をお手元に持っていらっ
しゃる方は、ご自身で破棄せず、同封されていた返信用
封筒にて郵送いただくか、市役所本庁及び各支所の国民
健康保険の窓口に持参いただくようお願いいたしまます。

医療機関名 電話番号
出口医院 ４７２－１５３８
陽春堂内科診療所 ４７２－５５１１
山口内科 ４７３－１１８８
藤後クリニック ４７２－１２３７
手塚クリニック ４７２－５５６５
松下医院 ４７２－１１２４
みやじクリニック ４７１－５０００
さくらやまクリニック ４７２－１１００
石神診療所 ４７４－０１０７
びろうの樹脳神経外科 ４７７－１２１２
びろうの樹整形外科 ４７１－６６１１
山下クリニック ４８７－９００１

集団健診を受診できなかった方々に朗報です！
個別健診を「無料」で受診できます！

有効期限の過ぎた保険証は
市役所に返却してください。

売却区分番号 公売財産の名称及び性質 数量 見積価額

27-15 土地（２筆）志布志町内之倉字持留 339 番１、341 番　山林 4,660㎡ 178,000 円

27-16 土地（１筆）志布志町帖字油田 5352 番１　雑種地 629㎡ 8,000 円

27-17 土地（１筆）志布志町帖字石ヶ野 9897 番　山林、9898 番１　雑種地 1,794㎡ 140,000 円

27-18 土地（１筆）志布志町帖字松八重 10030 番　山林 1,287㎡ 29,000 円

27-19 土地 ( ５筆 ) 有明町伊﨑田字塩水流 6278 番 1・5、6279 番 1・5・6　 山林 3,562㎡ 95,000 円

本庁  税務課　滞納整理係　℡：474-1111　（内線 153） 問

●平成 27 年 10 月 28 日（水）入札実施分（13 時受付  13 時 30 分入札）

※ 公売物件の詳細については、ホームページ及び本庁・各支所窓口にあるチラシをご覧ください。

売却区分番号 公売財産の名称及び性質 数量 見積価額

27-12 土地（１筆）志布志町帖字下田 10889 番　　　　　　　　　　　  田 1,515㎡ 160,000 円

27-13 土地（３筆）志布志町田之浦字中迫 2966 番、2966 番１、2967 番　  田（現況：畑） 1,532㎡ 122,000 円

●平成 27 年 12 月 18 日（金）入札実施分（9 時 30 分受付  10 時入札）
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年金知っ得!?

インフォメーション

pension

「共生・協働・自立」
皆でつくろう

のまち

consumer 
affairs

男女共同参画
もっと身近に！

Gender 
Equality

消費生活相談
知ってる？

community

戦
中
・
戦
後(

昭
和
17
年
～
昭
和
20
年
代)

に
事
務
所
や
工
場
勤
務
の
経
験
が
あ
る
方
へ

　

日
本
年
金
機
構
で
は
年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
向

け
て
、
年
金
を
受
給
、
年
金
制
度
へ
加
入
さ
れ
て
い

る
方
へ
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
な
ど
を
お
送
り
し
て
、

年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
な
い
か
確
認

を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
持
ち
主
が
確

認
で
き
な
い
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
昭
和
17
年
か
ら
昭
和
29
年
に
か
け
て

の
戦
中
・
戦
後
の
加
入
記
録
が
あ
り
、
こ
の
記
録
の

中
に
は
、
民
間
会
社
で
の
加
入
期
間
だ
け
で
な
く
、

以
下
の
よ
う
な
事
務
所
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

る
記
録
も
あ
り
ま
す
。

◆  

戦
時
中
に
お
け
る
軍
需
工
場
で
あ
る
民
間
機
関

（
○
○
飛
行
場
、
○
○
造
船
所
、
○
○
工
業
）

◆
農
業
会
（
農
協
の
前
進
）

◆
食
糧
営
団
、
配
炭
公
団
等
の
統
制
会
社

◆
在
日
米
軍
等
駐
留
軍
施
設
（
Ｐ
Ｘ
等
）

※ 
上
記
に
お
勤
め
だ
っ
た
す
べ
て
の
方
が
対
象
と
な

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ほ
か
、
会
社
に
在
職
の
ま
ま
、
徴
集
、
召
集

さ
れ
た
場
合
、
会
社
が
厚
生
年
金
保
険
料
の
負
担
を

し
て
い
な
く
て
も
、
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
と
し
て

年
金
額
計
算
の
対
象
と
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
場
合
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な

く
て
も
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
も
の
と
み
な

し
、年
金
額
の
計
算
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

厚
生
年
金
加
入
期
間
が
１
年
以
上
あ
る
方
で
、
下

記
旧
令
共
済
組
合
の
勤
務
期
間
の
う
ち
昭
和
17
年

６
月
～
昭
和
20
年
８
月
ま
で
の
最
高
39
月
分
に
つ

い
て
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
と
し
て
、
年
金
額
の

計
算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
厚
生
年
金
の
加
入

期
間
が
既
に
一
定
期
間
以
上
あ
る
方
は
計
算
の
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

● 

陸
軍
共
済
組
合
・
海
軍
共
済
組
合
・
朝
鮮
総
督
府

逓
信
官
署
共
済
組
合
・
朝
鮮
総
督
府
交
通
局
共
済

組
合
・
台
湾
総
督
府
専
売
局
共
済
組
合
・
台
湾
総

督
府
営
林
共
済
組
合
・
台
湾
総
督
府
交
通
局
逓
信

共
済
組
合
・
台
湾
総
督
府
交
通
局
鉄
道
共
済
組
合

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　
　
　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　
　
　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

鹿
児
島
県
内
の
う
そ
電
話
詐
欺
被
害
状
況　

　

平
成
27
年
８
月
末
で
前

年
の
同
時
期
と
比
較
す
る

と
８
６
８
０
万
円
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

怪
し
い
電
話
等
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

◆
事
例

　

70
歳
代
女
性
は
金
融
機

関
や
警
察
、
弁
護
士
を
名

乗
る
複
数
の
男
性
か
ら
う
そ
の
取
引
や
ト
ラ
ブ
ル
解

消
を
電
話
で
持
ち
か
け
ら
れ
、
現
金
２
５
０
０
万
円

を
だ
ま
し
取
ら
れ
ま
し
た
。

「
解
決
に
は
お
金
が
必
要
、解
決
す
れ
ば
お
金
は
返
っ

て
く
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
宅
配
便
で
数
回
に
分
け

て
送
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

◆
注
意
点

　

警
察
、
弁
護
士
等
が
電
話
で
現
金
を
要
求
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

怪
し
い
電
話
に
は
応
対
せ
ず
、
家
族
、
友
人
、
警

察
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
に
多
い
、
国
勢
調
査
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

　

国
勢
調
査
を
か
た
っ
て
家
族
構
成
、
預
金
等
の
個

人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
不
審
な
電
話
に
関
す

る
相
談
が
全
国
的
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
注
意
点

　

今
回
の
国
勢
調
査
で
は
預
金
額
、
収
入
な
ど
財
産

に
関
す
る
質
問
事
項
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
勢
調
査
の
調
査

員
が
最
初
か
ら
電
話
で
直
接

質
問
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
調
査
員
は
調
査

員
証
と
腕
章
を
必
ず
携
帯
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
市
役
所  

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
７
）

市の事業を活用した

淑女会の活動を紹介します！

　市では、市民団体、自治会等が地域の課題解決に

向けて、自主的・継続的に取り組む公益的な事業に

対して補助金を交付しています。

　淑女会は、会員 20 名で「市民提案型共生・協働・

自立のまちづくり事業」を活用して、これまでの戦

争体験記には少ない、女性目線での戦争体験を後世

に伝える活動を積極的に行っており、新聞に幾度も

掲載されています。

　活動の内容として、戦中・戦後の女性の暮らしを

戦争を体験した会員で記憶をたどり、事実確認を幾

度も行いながら、「台所から見た戦中戦後の志布志の

暮らし」の手記集を出版しました。

　また、今年の７、８

月には、市生涯学習ま

ちづくり講演会志布志

創年市民大学公開講座、

埋蔵文化センター企画

展や市自主文化事業「蒼空～空どこまでも蒼く～」

などで戦争体験記の発表・読み聞かせ会を行ってお

り、今後も継続して活動していく予定です。

　手記集については、

市内の学校や図書館

に淑女会より寄贈さ

れていますので、ぜ

ひ読んでいただいて

女性目線からの戦争体験についても知っていただけ

ればと思います。

　市では、市民グループ、各団体の事業をはじめ、

広く事業を募集しています。「○○な事に取り組んで

みたい」と考えているグループ、団体等がありまし

たら、第一歩を踏み出してみませんか。

　まずはお気軽に下記までご相談ください。

■問い合わせ先：企画政策課  地域政策係

　℡：474-1111（内線 252・257）

10 月は「仕事と家庭を考える月間」です。
◆仕事は、暮らしを支え、生きがいや喜びをもたら

すものですが、現実社会は、仕事と子育てや老親の

介護との両立に悩むなど、仕事と生活の間で問題を

抱える人が多くなっています。

◆それを解決する取組が、仕事と生活の調和『ワー

ク・ライフ・バランス』の実現です。女性にとって

「結婚や出産をしても仕事は続ける」ことが選択肢

のひとつになってきている近年、第１子出産前有職

者のうち約６割が第１子出産を機に離職しています。

日本の夫（６歳未満の子どもを持つ場合）の家事・

育児関連時間は１時間程度と国際的にみて低水準で

あり、夫の家事・育児時間が長いほど妻の継続就業

割合が高く、また第２子以降の出生割合も高い傾向

にあります。企業側も子育てにやさしい企業として

変わる必要があります。育児休業制度は、男女に関

係なく労働者が申し出ることにより育児休業を取る

ことができ、事業主はこれを拒むことはできません。

育児への参加は、人生にかけがえのないものを与え、

人間的に成長させてくれるという大きな効果を持っ

ています。ぜひ、育児に参加しましょう。

■問い合わせ先：企画政策課  男女共同参画推進室
　℡：474-1111（内線 250・258）

◆女性支援相談室（13：00 ～ 17：00）
10 月 21 日（水）有明地区公民館（旧農村環境改善センター）
11 月４日（水）志布志支所 5 階会議室

◆専用フリーダイヤル　

　℡：0120-7
な や む

86-0
お ご じ ょ

54（月 ～ 金  8：30 ～ 17：00）

　※ ＤＶ、デートＤＶで悩んでいませんか。
　　相談無料、秘密は守ります。

平成 27 年８月までの被害状況
件数 金額

４月 19 件 １億　590 万円
５月 28 件 １億 3,140 万円
６月 31 件 １億 3,660 万円
７月 33 件 １億 4,060 万円
８月 40 件 １億 9,750 万円

困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
に

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１い

や

や

８
８
泣
き
寝
入
り
！
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

大人のコミュニケーション講座を開催します

◆講師：㈱丸屋本社　代表取締役　玉川 惠 氏

◆日時：12月５日（土）18：30～ 20：00

◆場所：味人膳（あじぜん）

◆ 募集人員：20歳以上の独身男女　合計 50名　　

（志布志市在住か勤務、志布志市近隣在住）

◆参加費：1,500円（食事代）



郵便はがき

お手数ですが

切手をお貼り

ください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　 ）　　　  －

（No.118/2015-10）

　今月の読者プレゼントは、お

便 り を く だ さ っ た 方 の 中 か ら

抽 選 で、 ひ ま わ り 券 5 枚 と、

G Y O Z A  B A R  K A T S U さ ん の

「 ギ ョ ー ザ １ 皿 無 料 チ ケ ッ ト」

をプレゼントします！（詳しく

は３ページをご覧ください）

ぜひ、ご応募ください！

　

今
月
は
、
有
明
町
に
お
住
ま

い
の
利
昭
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

有
明
町
野
井
倉
の
ご
出
身
で

農
業
一
筋
で
81
歳
に
な
る
現
在

で
も
現
役
で
働
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
農
業
を
始
め
た

こ
ろ
は
、
金
属
と
竹
を
組
み
合

わ
せ
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
イ

チ
ゴ
や
メ
ロ
ン
を
作
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
先
輩
に
習
っ
た
り
、

研
修
会
で
経
営
や
技
術
を
学
ん

で
収
益
を
上
げ
て
、
子
ど
も
３

人
を
育
て
上
げ
た
と
の
こ
と
。

今
で
は
孫
も
６
人
に
な
り
、「
誕

生
日
や
敬
老
の
日
な
ど
こ
と
あ

る
ご
と
に
電
話
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
え
て
う
れ
し
い
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
健
康
づ

く
り
に
は
大
切
だ
と
話
す
利
昭

さ
ん
は
、
万
歩
計
を
着
け
て
毎

日
牛
の
世
話
な
ど
し
て
、
平
均

で
２
万
歩
、
田
ん
ぼ
が
忙
し
い

と
き
は
３
万
歩
あ
る
く
そ
う
で

す
。
ま
た
、
毎
朝
の
日
課
で
腕

立
て
伏
せ
を
す
る
そ
う
で
す
が
、

今
で
も
連
続
10
回
で
き
る
な
ど

そ
の
体
力
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

毎
日
一
つ
、
俳
句
を
作
っ
て

い
て
、「
自
己
流
で
す
が
俳
句

を
作
る
と
そ
の
日
一
日
が
和
や

か
に
過
ご
せ
、
ス
ト
レ
ス
解
消

に
な
る
」
と
の
こ
と
。
こ
れ
も

健
康
の
秘
訣
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

と
て
も
元
気
な
利
昭
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
！ 利昭さん (81 歳）

　　　　　　（有明町 ）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

キラリ�青春！

Ｑ．  現在のお仕事について、教えてください。

Ａ ．若潮酒造株式会社に勤務してちょうど 1 年になります。焼酎の

瓶詰めやラベル貼り、出荷などをしています。

Ｑ．実際に働いてみて、いかがですか？

Ａ ．チームワークをとても大事にしている会社だと思います。幅広

い年代の社員がみんなで仕事を進めていて、まるで家族のように

とてもいい雰囲気で働きやすいです。

Ｑ．休日の過ごし方を教えてください。

Ａ ．音楽を聴きながらドライブをするのが好きで、よくドライブに

出かけます。助手席に乗って一緒にドライブしてくれる人を探し

ています（笑）。

Ｑ．志布志をどう思いますか？

Ａ ．友達と食事する時など、よく志布志のお店を利用します。塾や

高校など子どものころから志布志に通っていたこともあり、とて

も身近に感じています。

【曽於郡大崎町】将満 さん　(28 歳）

今月の 題字

小学校 ６年

菜
な な み

々美 さん

　

今
月
の
題
字
を
書
い
て
く
れ
た

菜
々
美
さ
ん
は
、
小
学
校
１
年
生
の

と
き
か
ら
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
り
、
現

在
は
チ
ー
ム
の
主
力
選
手
と
し
て
、

ま
た
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
も
チ
ー
ム

を
ま
と
め
、
試
合
に
勝
つ
こ
と
を
目

標
に
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

好
き
な
こ
と
は
お
姉
さ
ん
に
教

わ
っ
て
覚
え
た
料
理
を
す
る
こ
と
で
、

オ
ム
ラ
イ
ス
が
得
意
料
理
と
の
こ
と
。

　

将
来
の
夢
は
、
人
を
助
け
て
役
に

立
ち
た
い
と
の
こ
と
で
看
護
師
の
よ

う
な
仕
事
が
し
た
い
そ
う
で
す
。
夢

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

31
市報しぶし 2015.10 
S h i b u s h i  C i t y  P R 30

2015.10 市報しぶし  
S h i b u s h i  C i t y  P R

読者プレゼント

◆�ご家族からのメッセージ！

　気が強いけど、しっかり者のお

姉ちゃん。お調子者だけど、優し

いお兄ちゃん。お姉ちゃん、お兄

ちゃんに鍛えられてたくましく育

つ末っ子。これからも 3 人仲良く

大きく成長してね。

◆�ご家族からのメッセージ！

　お友達と遊ぶのが大好きな琴と黛。

　健康で人に優しい仲よしな２人で

いてください。

　大好きな音楽も上手になるといいね。

　これからも成長を見守っています。

◆�ご家族からのメッセージ！

　いつでも、どんなときでもパパ、ママ

は千幸のことずっとみてるし、ずっと大

好きだよ。甘えたいときは、いつでも甘

えて、遊びたいときはいっぱい遊ぼうね。

　千幸がいると、まいにちが幸せいっぱ

いだよ。

　　 千
ち ゆ き

幸 ちゃん （２歳）

（有明町）

　　 琴
こ と の

之 ちゃん（２歳 )

　　　黛
た い し

志 ちゃん（１歳 )

（志布志町）

　　 莉
り さ

彩 ちゃん（７歳 )

　　　征
ま さ き

貴 ちゃん（６歳 )

　　　 拓
た く ま

馬 ちゃん（１歳 )

（松山町）



★アンケート★【10 月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます）

高い医療費�みんなで助け合い�国保の心
◆平成27年７月分の医療費の状況です。

医療費総額 ３０８，６８８，８３６円
７月末 国保加入者数 ９，８８９人

１人当たり医療費
（医療費総額／国保加入者数） ３１，２１５円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２６，５５８円

個人負担額 ４，６５７円

１人当たり医療費の前年同月比 4.3％増。この金額は、国民健康保険に加
入している皆さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が支
払った医療費です。医療費総額の約 84.7％を市（国保）が負担しています。

市の人口 平成 27 年８月 31 日現在

人口：32,833 人
男性：15,543 人
女性：17,290 人　

転入：95 人　  転出：89 人
出生：29 人　  死亡：41 人

世帯数：15,830 戸

（－ 6 人）
（－ 6 人）
（± 0 人）

（－ 8 世帯）

志布志港 平成 27 年８月分
※資料：鹿児島税関支署

①貿易船入港隻数：65 隻（日本 0、外国 65）
②輸出：16 億 91 百万円
③輸入：106 億 61 百万円

酒
田
市
と
の
相
互
交
流

　

ま
ち
の
話
題
を
見
る
と
活
動
が

わ
か
る
の
で
楽
し
く
読
ん
で
お
り

ま
す
。

　

山
形
県
酒
田
市
と
の
相
互
交
流
、

22
回
目
す
ご
い
で
す
ね
。
1
月
に

山
形
で
ス
キ
ー
を
す
る
の
で
し
ょ

う
か
？
父
の
実
家
が
酒
田
市
の
近

く
（
余
目
町
）
で
し
た
。

　
（
カ
ピ
ッ
ク
ン 

62
歳 

男
）

　

▼

　

市
外
か
ら
の
お
便
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
話
題
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
色
々
な
話
題
を
お
伝
え

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

酒
田
市
と
の
交
流
で
す
が
、
こ
の

夏
仲
良
く
な
っ
た
酒
田
市
の
友
達
の

家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
ス
キ
ー
や

雪
か
き
、
か
ま
く
ら
な
ど
を
体
験
す

る
予
定
で
す
。
志
布
志
で
は
海
で
体

験
し
た
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
も
山
形
で
は

雪
上
を
滑
る
そ
う
で
す
。
楽
し
そ
う

で
す
よ
ね
。

　

健
康
が
一
番
！

　

今
年
、「
胆
石
」
で
入
院
し
て
石

が
８
個
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ほ
ど
健
康
が
大
事
だ
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

保
健
師
・
栄
養
士
メ
モ
な
ど
を
良

く
見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
し 

78
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
後
お
体
の
具
合
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
近
年
、
食
生
活
が
欧
米

化
し
脂
肪
の
摂
取
量
が
増
え
た
こ
と

で
胆
石
が
で
き
や
す
く
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
号
の
保
健
師
・
栄
養
士
メ
モ

で
は
、
慢
性
腎
臓
病
予
防
に
は
塩
分

摂
取
量
を
控
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

掲
載
し
ま
し
た
。

　

脂
質
に
つ
い
て
も
取
り
過
ぎ
る
と

高
脂
血
症
や
動
脈
硬
化
な
ど
様
々
な

病
気
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
し

ま
う
そ
う
で
す
の
で
、
塩
分
と
同
じ

よ
う
に
脂
質
に
つ
い
て
も
食
事
に
気

を
付
け
た
い
も
の
で
す
ね
。　

※ 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か

わ
ら
ず
、
い
た
だ
い
た
お
便
り
か

ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
お

便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市民のこえ
・

お寄せいただいた
お便りを
ご紹介します！

お便り、お待ちしています

　市報しぶしを読んだ感想や今後取

り上げて欲しい特集、志布志市に対

するご意見等何でもお好きなことを

書いてください（一部修正して掲載

する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その

月のプレゼントの応募対象になりま

す。それ以降の分は次月の応募対象

となりますので、ご了承ください。

　頂いた「お便り」は「市民のこえ」 

コーナーに掲載します（お便りが多

数の場合には担当にて選考のうえ掲

載します）。個別の回答はいたしま

せんので、ご了承ください。
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平成 27 年「秋の農作業事故ゼロ運動」展開中！

　農業の機械化が進展する一方で、県内でも農業機械による

農作業事故の発生が後を絶たない状況にあります。

　このため県では、農繁期の農作業事故の未然防止を目的と

して、農繁期の９～ 10月を「秋の農作業事故ゼロ運動」の実

施期間と定め、広く県民へ農作業事故の未然防止と安全対策

の周知徹底を図っています。

■問い合わせ先：農政課　生産流通係　℡：474-1111（内線 433）

こちらのコーナーは、

インターネット版では

ご覧いただけません。

ご了承ください。
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市役所からの大事なお知らせ
① 旧田之浦中学校及び旧出水中学校の学校備品等を譲渡します（教育総務課 総務係）

② 山重幼稚園の園児募集！（教育委員会　有明分室）

③ 畑地かんがいに関する補助事業について　（農政課　畑かん推進係）

④ マイナンバー通信№７　教えてマイナちゃん！　（総務課　行政改革推進係）

⑤ 志布志市臨海工業団地（１工区造成分）の予約分譲のご案内（港湾商工課　企業立地推進係）

⑥ 狂犬病予防集合注射（２回目）を実施します（市民環境課　環境政策係）
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② 山重幼稚園の園児募集！

◆ 対象児童：入園時点で満３歳以上

◆ 募集定員：35 人

◆ 保育時間：午前８時 15 分から午後２時まで

◆ 預かり保育：午前７時 30 分から午前８時 15 分まで、午後２時から午後５時

30 分まで（実費徴収あり）

◆募集期間：平成 28 年１月 29 日（金）まで

※保育料等についてはお問い合わせください。

※ 幼稚園の保育状況見学もできますので、見学希望の方は山重幼稚園にご

連絡ください。

■入園手続き・問い合わせ先： ●志布志市教育委員会 有明分室　℡：474-1111（内線 261）　　　　　　　　　　　
●山重幼稚園　℡：475-1922

③

■問い合わせ先：教育総務課　総務係　　℡：472-1111（内線 311・312）

⑦ 特用林産物（枝物）の新植の募集について（耕地林務水産課　秘書広報係）

市教育委員会では、平成 28 年度山重幼稚園の園児を募集します。

①
旧田之浦中学校及び旧出水中学校の学校備品等を譲渡します

◆ 譲渡する主な備品：事務机、事務用袖机、スチー
ル棚、ＯＡ用机、楽器、作業用机等

※ 市ホームページに写真等を掲載してありますの
で、御確認ください。

◆ 対象者：両校にある学校備品等を譲渡する対象者
は次のとおりとします。

●市内の自治会（自治会で活用すること）
●市民（市民が活用すること）
●市内事業所等（事業所等で活用すること）
◆ 譲渡額：無償で譲渡します。ただし、譲渡を受け

た備品等を、他へ譲渡または、転売することは禁
止します。

◆ 申込方法：申込書（別紙２）に必要事項を明記し、
ファックスで申し込むか、下記へ持参、郵送また
は、電子メールで提出してください。

　（電話による申し込みは、受け付けません。）

●ファックスで申し込む場合
　FAX：473-1880 へファックスしてください。
●持参で申し込む場合
　志布志支所：３階 教育総務課 総務係
　松山支所：１階 松山分室 教育係
　有明本庁：２階 有明分室 教育係
※上記いずれかの係へ持参してください。
●郵送で申し込む場合
　志布志市教育委員会　教育総務課　総務係
●電子メールで申し込む場合
　E-mail：kyouikusoumu@city.shibushi.lg.jp
※ 申込書は、市ホームページからダウンロードでき

ます。また、教育総務課及び各教育分室にも準備
してあります。

◆ 申込期限：11 月 20 日（金）【当日消印有効】
◆ 受取日時
●期日：12 月 20 日（日）【両校一緒です。】
●時間：旧田之浦中学校：９時～ 12 時
　　　　旧出水中学校：13 時 30 分～ 16 時 30 分
※ 校内から持ち出す人員や運搬する車両は、各々で

準備してください。
◆ その他：各備品等の数を超える申込みがあった場

合は、次のとおりとします。
● 優先順位は、①自治会 ②市民 ③市内事業所等の

順とします。
● 優先順位の順番で決定しても複数申し込みとなる

場合は、抽選とします。なお、抽選を行う場合は、
対象となる方等へ、抽選日時を含め別途ご連絡し
ます。

譲渡する学校備品等の一部

市
で
は
畑
地
か
ん
が
い
に
関
す
る
各
種
補

助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　畑
地
か
ん
が
い
推
進
作
物
生
産
拡
大
事
業

　

対
象
作
物
の
収
穫
機
械
、
防
除
用
動
力

散
布
機
、
う
ね
立
て
、
播
種
及
び
収
穫
機

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
付
き
農
業
用
ト
ラ
ク

タ
ー
（
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
み
も
可
）
の

購
入
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

　

●
本
市
に
住
所
を
有
す
る
者

　

● 

本
市
に
事
務
所
を
有
す
る
法
人

　

※
認
定
農
業
者
に
限
る

◆
補
助
要
件

　

●  

畑
地
か
ん
が
い
の
水
を
新
た
に
１
㌶

以
上
開
栓
す
る
こ
と
。

　

 

● 

１
事
業
実
施
者
に
つ
き
１
種
類
の
機

械
と
し
ま
す
。

◆ 

補
助
額
：
購
入
金
額
の
３
分
の
１
以
内

（
上
限
あ
り
）
を
補
助

◆  

補
助
対
象
作
物
：

●
さ
つ
ま
い
も

　

●
に
ん
じ
ん

　

●
キ
ャ
ベ
ツ

　

●
だ
い
こ
ん

畑
地
か
ん
が
い
用
散
水
器
具
設
置
支
援
事
業

　

散
水
器
具
及
び
給
水
栓
の
設
置
に
関
す

る
補
助
事
業
を
行
い
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

　

曽
於
東
部
地
区
（
志
布
志
町
・
松
山
町

の
一
部
）
の
畑
地
か
ん
が
い
事
業
受
益
者

の
う
ち
次
に
該
当
す
る
者

　

●
本
市
に
住
所
を
有
す
る
者

　

● 

本
市
に
事
務
所
を
有
す
る
法
人

　

※
認
定
農
業
者
に
限
る

◆
補
助
要
件

　

●  

給
水
開
始
す
る
こ
と
（
購
入
器
具
に

よ
る
給
水
開
始
面
積
要
件
あ
り
）

　

● 

１
申
請
者
に
つ
き
、
１
種
類
の
器
具

（
給
水
栓
は
２
箇
所
ま
で
）

◆ 

補
助
額
：
購
入
金
額
の
３
分
の
１
以
内

（
上
限
あ
り
）
を
補
助

◆      

補
助
対
象
器
具
：

　

● 

噴
射
ホ
ー
ス

　

●
レ
イ
ン
ガ
ン

　

●
ロ
ー
ル
カ
ー

　

●
ス
マ
ー
ト
レ
イ
ン

　

申
し
込
み
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

●
本
庁　

農
政
課　

 

畑
か
ん
推
進
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（

内
線
４
３
１
）

　

●
松
山
支
所　

産
業
建
設
課　

農
政
係

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
２
）

　

●
志
布
志
支
所　

産
業
建
設
課　

農
政
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
４
１
２
）

畑地かんがいに関する補助事業について
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④ マイナンバー通信№７　教えてマイナちゃん！⑤ 志布志市臨海工業団地（１工区造成分）の予約分譲のご案内

⑥ 狂犬病予防集合注射（２回目）を実施します

松
山
地
区

実 施 日 場 所 時 間

10月

27 日

（火）

新橋地区公民館裏 9：00～ 9：30

泰野地区公民館 9：40～ 10：10

尾野見地区公民館 10：20～ 10：50

有
明
地
区

実 施 日 場 所 時 間

10月

28日

（水）

伊﨑田青少年館 9：30～ 9：50

市役所下畜産指導センター 10：10～ 10：30

蓬原青少年館 10：50～ 11：10

通山青少年館 11：30～ 11：50

川西地区公民館（宇都鼻） 13：00～ 13：20

原田青少年館 13：40～ 14：00

野神青少年館 14：20～ 14：40

山重青少年館 15：00～ 15：20

◆ 注射手数料および新規登録手数料
● 登録済みの犬：3,400 円　　● 新規登録の犬：6,400 円

　　　　　　　（登録手数料 3,000 円＋注射手数料 3,400 円）

※ 狂犬病予防法により、生後 91 日以上の犬には、登録と年１回の狂犬病
予防注射が厚生労働省令で義務付けられています。登録済みの犬がすで
に死亡している場合は、そのまま台帳に残りますので、必ず市役所まで
届け出をしてください。犬の飼い主が変わった場合や、転入・転出をさ
れて犬の移動があった場合も届け出が必要です。

※注射の際は個別通知書を必ずお持ちください。

志
布
志
地
区

実 施 日 場 所 時 間

10 月

22日

（木）

八野構造改善センター 9：10～ 9：20

長岡商店前 ９：30～ 9：40

西横尾下公民館 ９：50～ 10：00

旧天神ドライブイン前 10：10～ 10：20

旧職業安定所 10：30～ 10：40

南国輸送㈱（杉原養鶏場付近） 10：50～ 11：00

平川商店 ( 清水 ) 11：10 ～ 11：20

大田食堂（一丁田） 11：30～ 11：40

10 月

23日

（金）

旧農協田之浦事業所 ９：10～９：20

専念寺前 ９：30～９：40

ひばり保育園横 9：50～ 10：00

大迫公民館 10：10～ 10：20

公設市場駐車場 ( 大原 ) 10：30～ 10：40

文化会館駐車場 10：50～ 11：00

安楽山宮神社 11：10 ～ 11：20

運動公園 ( メインスタンド前） 11：30～ 11：40

　次の日程で狂犬病集合注射（２回目）を実施します。なお、今回対象の犬は、生後 91日以上で狂犬病予防注射を本
年度まだ接種していない犬です。

■問い合わせ先：�本庁 市民環境課 環境政策室 環境政策係　℡：474 - 1111（内線 131 ～ 134）　　　　　　　　　
松山支所 市民課 ℡：487 - 2111（内線 224）志布志支所 市民税務課 ℡：472 - 1111（内線 224・225）

　市では、平成 24 年度より事業実施していた志布志町安楽の工業団地について、９月より一
部分譲手続を開始しています。

　分譲を希望される方は、所定の書類を期限
までに申込み先へ提出してください。書類選
考後、結果を通知します。
　 申 請 書 類 等 詳 細 に つ い て は、 市 の ホ ー ム
ページからダウンロードするか直接港湾商工
課までお越しください。（郵送はいたしません。）
◆ 場所：志布志町安楽字汐掛地内
※ 現在、残りの造成工事等が行われているた

め、現場への立入りは注意願います。
◆分譲面積：約 33,000㎡（約１万坪）
◆分譲価格：１㎡あたり 9,000 円

◆ 対象業種：地域経済の発展に寄与する、製
造 業 及 び 物 流 倉 庫 業 等 の 港 湾 関 係 企 業、
その他応相談

◆ 受付時間：８時 30 分から 17 時 15 分まで
　　　　　　（土 ･ 日 ･ 祝日を除く）
◆受付場所：港湾商工課 企業立地推進係
　 〒 899-7492　 鹿 児 島 県 志 布 志 市 有 明 町

野井倉 1756 番地（市役所本庁２階）
◆提出方法：正副２部を持参または郵送
◆申込み一次締切：11 月 12 日（木）15 時まで

■申込み・問い合わせ先： 港湾商工課　企業立地推進係　℡：474 - 1111（内線 282・289）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メール：kigyouritti@city.shibushi.lg.jp

自治会説明会での主な質問について
教えてマイナちゃん！

皆さんの疑問・質問に今月と 12月号の
2回に分けてお答えします！

通知カード、個人番号カードの大きさは
どれくらいなの？

Ｑ

銀行のカードや免許証と同じ大きさです。

（縦：約 54ｍｍ、 横：約 86ｍｍ）

Ａ

住所が変わったらその都度変更の手続き
をする必要がある？

Ｑ

カードの記載内容に変更あった場合は、

記載内容を変更する必要があります。

Ａ

個人番号カードは有効期限が切れる前に
通知が来るの？

Ｑ

個人番号カードの取得は任意のため、通知は

きません。有効期限は表面に記載されています。

Ａ

更新時の手数料はかからないの？
Ｑ

更新時の手数料につきましては、現在協

議中です。

Ａ

通知カード、個人番号カードは、全国共
通のカードなの？

Ｑ

全国共通のカードとなります。Ａ

銀行とも情報がリンクされ、預貯金の情
報が分かってしまうのでは？

Ｑ

平成 30年から任意で銀行口座にも適用

されます。国民の資産を正確に把握するこ

とで脱税や生活保護の不正受給を防ぐこと

が出来るようになります。

　今後の運用については、国の動向を注視し

ていきたいと思います。

Ａ

個人番号カードの申請を世帯全員分申請
した場合、受取は世帯の代表者１名で可能？

Ｑ

本人確認のため原則交付を受ける者全員

が来庁していただくことになりますが、病気、

身体の障がい、その他やむを得ない理由によ

る場合は代表者での受取が可能です。

Ａ
子供が海外にいるが日本に帰ってきたら

マイナンバーの登録が発生するの？

Ｑ

日本に帰国して住民票を作成したときに

マイナンバーが付番されます。

Ａ

■問い合わせ先：総務課　行政改革推進係　　℡：474-1111（内線 232）

※通知カードについて、志布志市内は 11 月中旬以降に国から郵送されることになりました。
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⑦
特用林産物（枝物）の新植の募集について

　　志布志市では、現在、特用林産物（枝物）の苗の新植を行う方を募集しております。

■問い合わせ先： 耕地林務水産課：林務水産係　℡：474-1111（内線 423）　　　 　

花木生産組合：坂元組合長　℡：090-3329-3669

特用林産物（枝物）ってなに？
　特用林産物（枝物）とは、シキミ・サカキ・ヒサカキのことを指し、仏
事や神事の際に利用されることが多い品物です。
　現在、志布志市では枝物の生産が盛んであり、特に、志布志花木生産組
合は、坂元組合長ほか、組合員 66 名で活動しており、年々規模を拡大して
きています。

どのような点が優れてるの？
　枝物は、比較的軽作業で通年経営・継続生産ができ、苗が成木になるま
では数年かかりますが、成木になってからはさらに長い期間収穫が行える
ことから、休耕地の有効利用という面でも大いに期待されています。
　また、シキミやサカキ、ヒサカキといった枝物は、お盆やお彼岸といっ
た季節にはもちろんのこと、一年を通して安定した出荷ができます。

新植を行う方を募集します！
　志布志花木生産組合は、毎年、新規組合員が加入し、面積拡大にも努め
ています。また、より良い製品を作っていくための技術向上を目的とした
研修会・検討会も積極的に行われていることで、年々商品の品質も向上し
ており、市場等の取引先からは更なる出荷増を求められています。
　そのため志布志市では、平成 27 年度に枝物の新植を行う方を募集してお
ります。
　募集にあたっては、以下の条件があります。
　◆新植するほ場が志布志市内にあること。
　◆志布志花木生産組合に加入している方、もしくは加入する方。

詳しくは、耕地林務水産課または、花木生産組合へお問い合わせください。

シ  キ  ミ（写真右下）
サ  カ  キ（写真左）　
ヒサカキ（写真上）　

志布志花木生産組合は、今
年のお盆の出荷により、取
引先から感謝状を頂くな
ど、熱心な生産活動を行っ
ております。

志
布
志
の
歴
史
を
辿
る

暮
ら
し
発
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

バ
ス
ツ
ア
ー

　

市
内
の
文
化
財
を
バ
ス
で
巡
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら
見
学
し

ま
す
。
健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
小
雨
決
行
）

◆
日
時
：
11
月
22
日
（
日
）　　

●
受
付
：
9
時
～
9
時
20
分

●
終
了
予
定
：
16
時

◆ 

受
付
・
駐
車
場
：
市
文
化
会

館
駐
車
場

◆ 

見
学
コ
ー
ス
：
市
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
、
次
五
遺
跡
、

片
野
洞
穴
、
原
田
古
墳
、
上

苑
Ａ
遺
跡
、
宝
満
寺
跡
、
志

布
志
麓
庭
園
、
夏
井
番
所
跡
、

野
井
倉
の
田
の
神
、
山
中
氏

邸
を
バ
ス
で
移
動
し
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
な
が
ら
見
学
し
ま
す
。

◆ 

参
加
料
：
無
料　
（
昼
食
、
飲

み
物
等
は
各
自
で
ご
準
備
く

だ
さ
い
。）

◆ 

申
込
期
限
：
11
月
６
日
（
金
）

先
着
45
名
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課 

　

文
化
財
管
理
室
指
定
文
化
財
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
４
３
）

十
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

　

適
正
な
土
地
利
用
に
よ
り
、
適

正
な
生
活
環
境
や
暮
ら
し
や
す
い

街
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

 

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土

地
取
引
に
つ
い
て
届
出
制（
事
後
）

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

つ
い
て
売
買
等
の
取
引
を
行
っ

た
場
合
に
届
出
が
必
要
で
す
。

●
都
市
計
画
区
域
：
5
千
㎡
以
上

●
都
市
計
画
区
域
外
：
1
万
㎡
以
上

◆ 

届
出
方
法
：
契
約
（
予
約
を
含

む
）
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
2
週
間
以
内
に
、
土
地
の

所
在
す
る
役
所
の
国
土
利
用
計

画
法
担
当
窓
口
へ
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

笑
顔
を
つ
な
ご
う
街
づ
く
り

　
　

未
来
へ
つ
な
ご
う
土
地
活
用

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

建
設
課　

用
地
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
４
６
８
）

健
康
づ
く
り
推
進
大
会　

　

市
民
一
人
一
人
が
健
や
か
で
、

主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
た
め
の
機
会
と
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
健
康
づ
く
り

推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
：
10
月
25
日
（
日
）

　

9
時
～
12
時
（
入
場
無
料
）

◆
場
所
：
志
布
志
市
文
化
会
館

◆ 

内
容
：

● 

８
０
２
０
達
成
者
表
彰
、
健

康
づ
く
り
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者
表
彰

● 

健
康
づ
く
り
推
進
員
に
よ
る
体
操

● 

健
康
づ
く
り
講
演
会

■
問
い
合
わ
せ
先
：　

　

保
健
課　

保
健
対
策
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
１
６
１
・
１
６
４
）

年
末
調
整
等
説
明
会

　

大
隅
税
務
署
で
は
、
年
末
調

整
等
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時
：
11
月
20
日
（
金
）

● 

法
人
：
10
時
～
12
時
（
受
付

9
時
30
分
～
）

● 

個
人
：
14
時
～
16
時
（
受
付

13
時
30
分
～
）

◆ 

場
所
：
曽
於
市
大
隅
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
（
曽
於
市
大
隅

町
中
之
内
９
１
４
６
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

大
隅
税
務
署  

法
人
課
税
部
門

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
０
０
０
７

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
１
１
）

交
通
事
故
に
関
す
る
弁
護
士
相
談

　

交
通
事
故
で
お
悩
み
の
方
を

対
象
に
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
11
月
25
日
（
水
）

　

13
時
～
15
時
（
相
談
無
料
）

◆ 

場
所
：
鹿
児
島
県
交
通
事
故

相
談
所
鹿
屋
支
所
（
大
隅
地

域
振
興
局
１
階
）

　

鹿
屋
市
打
馬
２
‐
16
‐
６

◆ 

申
込
期
限
：
11
月
18
日
（
水
）

※ 

交
通
事
故
相
談
に
よ
る
相
談

は
、
常
時
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

 

鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所

鹿
屋
支
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
５
２
‐
２
０
８
９

Information＆
Event

お知らせ
Shibushi

Information
見逃せない情報がいっぱい！

募 　

集

お
知
ら
せ

あなたの乳房、チェックしてますか？
　今年も相良病院の乳がん検診車が皆さまのお近くまでまいります。
　自分だけの体ではありません。大切な家族のためにもこの機会にぜひ受診されてください。
　受診はされましたか？定期的な検診が早期発見につながります。
　検診で一番多く見つかるのは「安心」です。

　◆日時：11月７日（土）　9:30 ～ 12:00　定員 20 名　
　◆場所：志布志市健康ふれあいプラザ
　◆検診料：●マンモグラフィ（2方向）5,700 円　●超音波検査 5,700 円　●両方 10,000 円
　◆申し込み期間：10月 23 日 ( 金 ) まで（電話受付時間　９：00～ 17：00　土日祝を除く）
　■�申し込み・問い合わせ先：社会医療法人博愛会　相良病院　健診事業部　℡：099-224-1821　
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11 月８日（日）

● Café Wish（自家製ローストビーフ丼）

●キッチンあんとん（オムバーグ丼）

●きらく（きらく海鮮丼）

●東京女子お弁当物語（志士結び丼）

●なっちゃん（ビビンバ丼）　

●農家レストラン 水たまり はな（ロコモコ丼）

●萬來（“ 志布志発 ” かごしま黒豚三昧丼）

●プチレストラン吉亭（ﾁｷﾝ南蛮・ﾊﾝﾊﾞｰｸ ・゙豚肉丼）

●みゆき食堂（カツ丼）

● Le Café du reve（グリーンカレー丼）

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

霧
島
・
大
隅
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
不
登
校
や

高
校
中
退
者
の
進
路
相
談
、
ニ
ー

ト
な
ど
の
就
労
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。（
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
）

◆
日
時
：
毎
週
月
～
金
曜
日

　

９
時
～
18
時

◆ 

対
象
：
概
ね
15
歳
か
ら
39
歳

ま
で
の
方
と
そ
の
家
族

■
問
い
合
わ
せ
先
：　

　

 

霧
島
・
大
隅
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
鹿
屋
相
談
室

　

鹿
屋
市
札
元
1
‐
22
‐
11

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
４
‐
５
５
３
５

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談

　

県
と
公
益
社
団
法
人
鹿
児
島

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
共

催
で
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時
：
11
月
25
日
（
水
）

　

10
時
～
15
時

◆ 

場
所
：
鹿
屋
市
役
所
６
階
会
議
室

（
鹿
屋
市
共
栄
町
２
０
‐
１
）

◆ 

相
談
内
容
：

● 

宅
地
、
建
物
の
取
引
に
関
す
る
こ
と

● 

税
金
に
関
す
る
こ
と

● 

登
記
に
関
す
る
こ
と　

な
ど

◆ 

相
談
員
：
弁
護
士
、
税
理
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
司
法
書
士

■
問
い
合
わ
せ
先
：　

　

 

県
土
木
部
建
築
課
管
理
係

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
７
０
７

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
で
悩
ん
で
い

る
家
族
の
つ
ど
い

　

問
題
解
決
の
第
一
歩
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
の
影
響
や
依
存
症
に

つ
い
て
正
し
く
知
る
こ
と
で
す
。

あ
な
た
は
決
し
て
一
人
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
互
い
に
学
び
合
い
、

語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
：
11
月
20
日
（
金
）

　

13
時
30
分
～
15
時
（
要
予
約
）

◆ 

場
所
：
大
隅
地
域
振
興
局
１
階

◆ 

内
容
：
家
族
の
対
応
方
法
を

知
る
（
ミ
ニ
学
習
会
、座
談
会
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

大
隅
地
域
振
興
局

　

地
域
保
健
福
祉
課 

地
域
支
援
係

　

℡
：
０
９
９
４
‐
５
２
‐
２
１
２
４

志
布
志
消
防
署

親
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　　

志
布
志
消
防
署
で
は
、
消
防
を

知
り
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
、「
親
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
消
防
救

助
訓
練
の
見
学
、
放
水
体
験
、
は

し
ご
車
体
験
搭
乗
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
体
験
等
、
消
防
署
で
な
い
と
体

験
で
き
な
い
催
し
が
満
載
で
す
。

◆
開
催
日
時
：
11
月
１
日
（
日
）

　

10
時
～
12
時
（
雨
天
中
止
）

◆
開
催
場
所
：
志
布
志
消
防
署

◆
主
催
：
大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合

■
問
い
合
わ
せ
先
：
志
布
志
消
防
署

　

℡
：
４
７
２
‐
０
１
１
９

学
校
自
由
参
観
日
に
つ
い
て

　

県
立
鹿
屋
養
護
学
校
で
は
、

地
域
が
育
む
「
か
ご
し
ま
の
教

育
」
県
民
週
間
に
お
け
る
授
業
、

施
設
参
観
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
：
11
月
６
日
（
金
）

　

9
時
30
分
～
14
時
30
分

◆ 

対
象
者
：
鹿
屋
養
護
学
校
を

11 月７日（土）

●味人膳（マグロチーズカツカレー丼）

●アトリエ CAFÉ TARiRARi（TARiRARiDON）

●岡留蒲鉾本舗（鯛めし丼）　

●チャイハナ（豚肉の香草パン粉焼＆秋野菜丼）

●中華園（特製とり丼）　

●丼や和華（天然鱧入り志布志湾三昧丼）

●はしぐち（チキンの照りマヨ焼き丼）

●萬來（“ 志布志発 ” かごしま黒豚三昧丼）

●ボルベリアダグリ（志布志豚ピリカラ丼）

●蓬の郷（あら煮どんぶり）

■問い合わせ先：港湾商工課　商工振興係　℡：474-1111（内線 286）

『国民文化祭』グルメイベント参加店が決定しました！

　　どのお店も
　　50 食限定！
　売り切れる前
　に食べよう！

知
り
た
い
、
関
心
の
あ
る
方

※ 

事
前
の
申
込
不
要
（
当
日
受

付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
屋
養
護
学
校
（
担
当 

教
頭
）

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
４
‐
５
１
０
９

犬
・
猫
里
親
探
し
の
会

　

犬
や
猫
の
里
親
を
探
し
た
い

方
、
里
親
を
希
望
さ
れ
る
方
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
：
11
月
８
日
（
日
）

　

11
時
～
15
時

◆ 

場
所
：
大
浜
緑
地
（
ア
ピ
ア
下
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

 

犬
猫
と
共
生
で
き
る
社
会
を

目
指
す
会 

わ
ん
に
ゃ
ん
ネ
ッ

ト
志
布
志

　

℡
：
０
８
０
‐
５
２
６
８
‐
３
２
０
３

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

ど
ん
な
ひ
と
の
、
ど
ん
な
悩

み
に
も
寄
り
添
っ
て
、
一
緒
に

解
決
す
る
方
法
を
探
し
ま
す
。

　

電
話
相
談
の
専
門
員
が
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
抱

え
込
ま
ず
に
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆ 

相
談
内
容
：
生
活
、
仕
事
、

住
居
、
自
殺
念
慮
、
心
、
家
庭
、

お
金
、
病
気
、
障
が
い
、
犯
罪
、

性
、
D
Ｖ
・
性
暴
力
、
子
ど
も
、

法
律
・
法
的
手
続
き　

そ
の
他

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

℡
：
０フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

１
２
０
‐
２つ

な
ぐ

７
９
‐
３さ

さ
え
る

３
８

　
（
24
時
間
年
中
無
休
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

普
及
啓
発
月
間

　

10
月
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
啓
発
月
間
」
で
す
。

　

60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方
、
経
験
や
知
識
を
活
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
ご
家
庭
等
で
剪
定
や
草

刈
り
、
家
事
援
助
等
困
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

 

志
布
志
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
４
７
４
‐
２
５
０
０

２
０
１
５
年
９
月
号
掲
載
記
事

訂
正
と
お
詫
び

　

２
０
１
５
年
９
月
号
の
掲
載
内

容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

下
記
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆ 

30
ペ
ー
ジ
上
段
に
掲
載
さ
れ

て
い
る「
あ
た
や
元
気
や
っ
ど
」

の
光
明
さ
ん
の
年
齢

●
誤
っ
た
内
容
：
90
歳

●
正
し
い
内
容
：
83
歳

　

訂
正
し
て
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け

い
た
し
ま
し
た
事
を
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

市営住宅空き家情報【松山地区】
●城西団地１８５号　３Ｋ　公営住宅
　世帯向け長屋　家賃　8,800 円～（所得制限あり）
●馬場団地２１５号　３Ｋ　公営住宅
　世帯向け長屋　家賃　8,800 円～（所得制限あり）
●馬場団地２１７号　３Ｋ　公営住宅
　世帯向け長屋　家賃　8,800 円～（所得制限あり）
●馬場団地２１９号　３Ｋ　公営住宅
　世帯向け長屋　家賃　10,300 円～（所得制限あり）
●松山団地２８３号　４ＤＫ　特賃住宅
　世帯向け一戸建て　家賃　37,000 円（所得制限あり）
●さゆり団地７２１号　４ＤＫ　特賃住宅
　世帯向け一戸建て　家賃　37,000 円（所得制限あり）

　空き状況は変わることがあります。また、住宅ご
とに入居要件が異なりますので、最新の空き状況と
併せて入居要件の詳細については、松山支所産業建
設課管理係までお問い合わせください。
　■問い合わせ先：℡ 487-2111（内線 253）

交 通 事 故 発 生 状 況
 平成 27年８月末現在累計（Ｈ 27年１月～８月）
区　分 鹿児島県 志布志市

発生件数 5,232【-257】 106【+6】

死者数 48【-11】 1【-1】

傷者数 6,225【-217】 136【+19】

��※【　】は昨年比
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「市報しぶし」に 広告を載せませんか？
http://www.city.shibushi.lg.jp/www/contents/1273623692577/index.html

詳しくはコチラ！ →

広
告

広
告

　

皆
さ
ん
は
鹿
児
島
県
の
三
大
祭
り
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
、
志
布
志
市
で
開
催
さ
れ
る
お
釈
迦
ま
つ

り
。
そ
し
て
お
隣
の
曽
於
市
で
開
催
さ
れ
る
弥
五
郎
ど

ん
祭
り
。
さ
て
、
3
つ
目
は
ど
の
お
祭
り
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
方
が
鹿
児
島
市
の
お
は
ら
祭
り
と
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
は
ら
祭
り
は
、
昭
和
24

年
に
鹿
児
島
市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
始
ま
っ

た
祭
り
で
、
現
在
で
は
南
九
州
最
大
の
祭
り
と
し
て
発

展
し
て
い
ま
す
。
県
下
三
大
祭
り
に
つ
い
て
は
、
特
に

定
説
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
私
自
身
は
、

お
は
ら
祭
り
を
県
下
三
大
祭
り
に
数
え
る
に
は
少
し
歴

史
を
欠
く
と
考
え
ま
す
。
お
釈
迦
ま
つ
り
に
し
て
も
弥

五
郎
ど
ん
祭
り
に
し
て
も
遠
く
江
戸
時
代
ま
で
遡
る
伝

統
あ
る
お
祭
り
で
す
の
で
、
そ
の
点
を
考
慮
す
る
と
三

大
祭
り
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
川
内
大
綱
引
で
は
な
い
か

と
、
常
々
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
の
9
月
22
日
に
、
川
内
大

綱
引
が
開
催
さ
れ
る
薩
摩
川
内
市
に
行
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
川
内
大
綱
引
は
、
戦
国
武
将
島
津

義
弘
公
が
関
ヶ
原
の
合
戦
に
赴
く
兵
士
の
士
気
を

高
め
る
た
め
に
始
め
た
と
さ
れ
、
今
年
で
４
１
６

回
目
を
数
え
ま
す
。
白
い
さ
ら
し
姿
の
男
衆
約

３
千
人
が
上
方
、
下
方
に
分
か
れ
、
激
し
い
ぶ
つ

か
り
合
い
の
肉
弾
戦
が
行
わ
れ
る
勇
壮
な
お
祭
り

で
し
た
。
午
後
８
時
15
分
の
一
番
太
鼓
を
始
ま

り
の
合
図
に
、
両
陣
営
は
一
斉
に
縄
を
引
き
合
い
、

相
手
の
引
き
手
を
蹴
散
ら
そ
う
と
す
る
「
押
し
隊
」

が
入
り
乱
れ
て
、
約
１
時
間
半
に
わ
た
っ
て
一
進

一
退
の
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
「
押

し
隊
」
の
汗
飛
び
散
る
押
し
合
い
は
、
血
が
た
ぎ

る
ほ
ど
興
奮
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　

川
内
大
綱
引
は
、
お
釈
迦
ま
つ
り
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
市
民
が
こ
ぞ
っ
て
参
加
す
る
お
祭
り

で
、
準
備
段
階
か
ら
多
く
の
市
民
が
か
か
わ
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
大
綱
を
練
る
た
め
に
当
日
朝
８

時
か
ら
市
民
１
５
０
０
人
が
参
加
し
、
３
６
５
本

の
荒
縄
を
足
で
転
が
し
な
が
ら
何
度
も
何
度
も
練

り
あ
げ
、
直
径
約
35
㎝
、
長
さ
３
６
５
ｍ
、
重
さ

７
ｔ
の
大
綱
を
作
る
そ
う
で
す
。
市
民
や
地
元
の

中
高
生
、
自
衛
隊
員
、
市
役
所
職
員
が
参
加
し
て

練
り
上
げ
る
日
本
一
の
大
綱
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
お
釈
迦
ま
つ
り
が
「
間
違
い
な
く
県
下

三
大
祭
り
の
一
つ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
お
祭
り

に
し
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
、
実
行
委
員
会

の
方
々
に
お
話
し
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
協
力
を

頂
き
な
が
ら
取
り
組
み
、
一
歩
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
確
実
に
昔
の
「
肩
が
ぶ
つ
か
る
ほ
ど
」
の

賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
全
面
的
な
協
力
を
頂
き
、
祭
り
が

盛
り
上
が
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
釈
迦
ま
つ
り
は
、
お
釈
迦
様
の
誕
生
を
祝
っ
て
開

催
さ
れ
る
厳
か
な
行
事
が
中
心
の
お
祭
り
で
す
が
、
で

き
れ
ば
川
内
大
綱
引
の
よ
う
に
男
衆
の
汗
が
飛
び
散
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
と
ば
し
り
が
見
ら
れ
た
ら
、
も
っ
と

盛
り
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

11
月
7
、
８
日
に
は
国
民
文
化
祭
「
志
エ
ッ
セ

イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

市
内
四
大
祭
り
の
「
や
っ
ち
く
松
山
藩
秋
の
陣
ま
つ

り
」
が
11
月
14
、
15
日
、「
志
布
志
市
ふ
る
さ
と
祭
り
」

が
11
月
29
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
の

お
祭
り
に
も
ご
来
場
い
た
だ
い
て
お
楽
し
み
下
さ
い
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一

大隅の國やっちく松山藩　

第 27 回秋の陣まつり
必見！ 松山城・二ノ丸！

まつり期間中しかご覧になれません！

◆と　き：11月 14日（土）前夜祭　午後６時開催
　　　　　11月 15日（日）本祭　　午前８時 30分開門
◆ところ：志布志市松山城山総合公園内特設会場

前夜祭：松山城ライトアップ　ほか

本祭： 奉納武者行列、山積み野菜の大盤振舞い、さむらい鍋、

牛肉の無料配布、やっちく団子・こんにゃく・甘酒の無料配布、

さゆり保育所お遊戯、ボラレンジャーショー、こふれ隊

ショー、翠明＆加門 亮ショー　など

※ その他大抽選会や立体迷路など様々なイベントをご用意してい

ます！赤ちゃん・お子様の休憩施設もありますので、ご家族連

れで遊びに来てください。

■問い合わせ先：秋の陣まつり実行委員会（松山支所地域振興課内）
　　　　　　　　℡：487-2111（内線 323）

水道修繕当番店

※ 水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされな
いと基本料金が発生します。水道使用の予定がない場
合は、中止の手続きをお勧めします。中止されていた
水道を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路等で水が出ている時は、水道課へご連絡ください。

■問い合わせ先：水道課 工務係　℡：472-1111（内線 263）

◆松山地区

10 月 佐藤建設 ℡ 487-2049

11 月 半下石建設 ℡ 487-8706

◆志布志地区

10 月 13 日～ 10 月 19 日 志布志水道 ℡ 472-3540

10 月 20 日～ 10 月 26 日 山本組 ℡ 472-1101

10 月 27 日～ 11 月２日 宮崎水道 ℡ 472-1081

11 月３日～ 11 月９日 高吉組 ℡ 472-0721

11 月 10 日～ 11 月 16 日 崎田建設 ℡ 473-0050

11 月 17 日～ 11 月 23 日 志布志水道 ℡ 472-3540

◆有明地区

10 月 11 日～ 10 月 17 日 西江建設 ℡ 474-2113

10 月 18 日～ 10 月 24 日 山中水道 ℡ 474-1440

10 月 25 日～ 10 月 31 日 池崎建設 ℡ 475-2068

11 月１日～ 11 月７日 郡山工業 ℡ 475-0008

11 月８日～ 11 月 14 日 西江建設 ℡ 474-2113

11 月 15 日～ 11 月 21 日 山中水道 ℡ 474-1440
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志布志市　暮らしのカレンダー　10月・11月

10 月
13 日 火

14 日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

15 日 木

●秋季合同行政相談
　（10：00 ～ 15：00 志布志支所５Ｆ会議室）
●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00  伊﨑田地区公民館※１）
　※はぐくみスタッフが巡回します。

16 日 金

17 日 土

●戦没者追悼式
　（10：00 ～ 市文化会館）
●松山子育てサロンのびのび
　（10：00 ～ 11：30 やっちくふれあいセンター）

18 日 日
●伊﨑田相撲
　（12：20 ～ 伊﨑田小学校相撲場）

19 日 月

20日 火

●法律相談 ※２

　（13：00 ～ 15：00  志布志支所５Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）

21 日 水
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00  有明地区公民館※３）

22 日 木
●就学時健康診断
　（13：30 ～ 市文化会館）

23 日 金
●子育て講座
　（10：00 ～ 12：00  子育て支援センター  はぐくみランド）

24 日 土

25日 日
●新酒祭り
　（10：00 ～ 16：00 若潮酒造）

26 日 月
27日 火

28日 水

●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）
●農業用廃プラスチック類回収
　（9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 15：00
　松山地区：そお鹿児島農協選果場
　志布志市地区：志布志市農業公社（志布志事業所）
　有明地区：あおぞら農協野神ＦＡ茶工場）

29 日 木

30日 金
●子育て支援センター運動会
　（10：00 ～ 12：00  鉄道記念公園）

31 日 土

10 月・11 月の行事予定

�●げんき市【丼や和華のとなり】

　��毎週木・金曜日（８時 30 分～ 15 時）

�●戌の市【宝満寺公園】

　  10 月 13 日、10 月 25 日
　  11 月６日、11 月 18 日、11 月 30 日

�●そば処ちんたら庵【国道 269号線沿】

　・火曜日（そば）
　・日曜日（花・そばまんじゅう販売）

【健（検）診等の健康カレンダーと日曜・祝日当番医は 21 ページをご覧ください】

※１　伊﨑田地区公民館は旧伊﨑田高齢者コミュニティセンターです。
※２　法律相談は予約制です。志布志支所地域振興課　℡：472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※３　有明地区公民館は旧農村環境改善センターです。
※４　年金移動相談は事前予約制です。志布志支所 市民税務課　℡：472-1111（内線 223）までご連絡ください。

11 月
１日 日

●国民文化祭ウィーク 志布志地区秋の芸術祭
　（９:00 ～  市文化会館）

２日 月
●国民文化祭ウィーク 音楽の夕べ
　（18:00 ～ 19:30  市文化会館）

３日 火
●国民文化祭ウィーク シンポジウム「黒潮文化」
　（14:00 ～ 17:00  市文化会館）

４日 水

●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00  志布志支所５F 会議室）
●国民文化祭ウィーク 太鼓の夕べ
　（18:30 ～ 20:30  市文化会館）

５日 木
●国民文化祭ウィーク 軽音楽の夕べ
　（18:00 ～ 20:00  志ふれあい交流館）

６日 金

●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）
●国民文化祭ウィーク 和楽器の夕べ
　（18:00 ～ 20:00  志ふれあい交流館）

７日 土
●国民文化祭ウィーク 志エッセイフェスティバル
　朗読コンテスト
　（10:00 ～  市文化会館）

８日 日
●国民文化祭ウィーク 志エッセイフェスティバル
　エッセイ・ショートムービーコンテスト
　（10:00 ～  市文化会館）

９日 月

10日 火

11 日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

12 日 木
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30 健康ふれあいプラザ）

13 日 金

14 日 土
●大隅の國やっちく松山藩秋の陣まつり【前夜祭】
　（18：00 ～  松山城山総合公園）

15 日 日
●大隅の國やっちく松山藩秋の陣まつり【本祭】
　（8：30 ～  松山城山総合公園）

16 日 月

17 日 火

●法律相談 ※２

　（13：00 ～ 15：00  志布志支所５Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）

18 日 水

●年金移動相談※４

　（10：00 ～ 15：00  志布志支所５Ｆ会議室）
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00  新橋地区公民館）
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り
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で
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は
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い
い
季
節

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
取
材
の
と

き
汗
を
か
か
ず
に
す
む
の
で
助
か
っ
て
い

ま
す
。
▼
今
月
は
伝
統
芸
能
を
特
集
し
ま

し
た
。
ど
れ
も
か
っ
こ
い
い
で
す
よ
ね
。

私
自
身
も
中
学
生
の
頃
、
地
域
の
方
に
習

い
、
体
育
祭
で
「
て
べ
し
」
を
踊
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
保
存
会
の
皆
さ
ん
が

努
力
し
て
伝
承
し
て
き
た
地
域
の
宝
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
。
▼
今
年
も
も
う
10
月

で
す
。
10
月
は
全
国
の
神
様
が
出
雲
大
社

に
集
ま
り
、
諸
国
に
は
神
様
が
い
な
く
な

る
た
め
「
神
無
月
」
と
言
わ
れ
、出
雲
（
島

根
県
）
で
は
反
対
に
「
神
在
月
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。
広
報
で
言
葉
を
扱
う
こ
と
が
多

く
な
り
、
こ
の
よ
う
な
昔
の
人
の
発
想
や

セ
ン
ス
に
と
て
も
魅
力
を
感
じ
ま
す
。
▼

神
無
月
号
は
い
か
が
で
し
た
か
？
霜
月
号

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
持
留
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